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幼馴染にフラれた腹いせに修行に励んで女騎士になりましたが、なぜかその彼の部下になりました
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「嘘でしょう……！」

　手紙を持つ両手が震え足の力も抜けてしまったわたしは、床にドサリと膝をついた。

　愛しいフレデリックから届いた手紙に胸を躍らせ、さっそく封を開けた。

　それなのに手紙にはこう書かれていたのだ。

『すまない、レジーナ。俺のことは忘れてどうか幸せになってくれ』

　俺のことは忘れて――早い話が別れを切り出されたということだろうか。

　心変わりの理由も言い訳もなく、謝罪も実に簡潔だ。

　たったこれだけなんて……あんまりだわ！






　さかのぼること一カ月前。

　グラシア王国の北方、コール伯爵領内にある宿場町ペレス。

　生まれ育った町を一望できる丘で、わたしとフレデリックは夕日を眺めながら座っていた。

　いつもより距離が近いと思うのは気のせいだろうか。少し体を揺らすたびに互いのシャツの袖がこすれて、なんだかドキドキする。

　普段はどれぐらい距離をあけて座っていたんだっけ。思い出せない。

　幼馴染のフレデリックは、騎士団への入団を控え、明朝ペレスを発ち王都に向かう予定になっている。

　難関といわれる騎士登用試験に一発合格したフレデリックだ、きっと立派な騎士になってくれるにちがいない。

　幼い頃からこの丘で毎日暗くなるまでふたりで剣稽古をした。

　だからフレデリックから合格の知らせを聞いた時には、自分のことのようにうれしかったし誇らしかった。

　それなのに、いまのわたしの心は寂しさで埋め尽くされていて張り裂けそうだ。

　フレデリックよりもふたつ年下、十七歳のわたしにはまだ騎士登用試験を受験する資格すらない。

　物心ついた頃からいつも一緒だったのに、明日からわたしたちは離れ離れになってしまう。

　わたしはそわそわしながら、夕映えの空を真っすぐ見つめているフレデリックの横顔をチラリと盗み見た。

　春風にフレデリックの金髪がなびいてキラキラ輝いている。意志の強さを感じさせるきりりとした眉と切れ長の目元。精悍せいかんな顔つきでありながら笑顔はあたたかく、人の好さがにじみでている。

　長年ずっとフレデリックのそばにいたせいか、わたしたちはよく恋仲だと勘違いされてきた。

　付き合っているのかと聞かれるたびに否定したけれど、じゃあどうしていつも一緒にいるのかと聞かれれば、それが当たり前だからと答えてきた。

「だから、そういうのを付き合ってるって言うのよ」

　友人にそう笑われてもまったくピンときていなかったのに、突然、昨夜気づいてしまったのだ。

　行ってほしくない。離れたくない。このままじゃ笑顔でフレデリックを見送ることなんてできない――。

　この気持ちが恋なのだと。ただの幼馴染や剣術仲間であるだけでなく、わたしはフレデリックのことを恋愛対象として好きだったのだと。

　これまで気づかなかっただなんて、わたしはどれほど鈍感だったのだろうか。

　こうやってフレデリックを独占できるのは今日が最後。だからきちんと自分の気持ちを伝えようと決心して、ここへ彼を誘った。

「あのね、フレディ」

　生まれてはじめての告白を決行するにあたり、朝からずっと頭をフル回転させてどう伝えようかと考え続けていた。

　何度か口を開きかけては止めを繰り返し、しばしの沈黙の後ようやく覚悟をきめて切り出す。

「わたし、フレディのこと……」

「待て。俺から言わせてくれ」

　晴れ渡る青空のような双眸そうぼうが真っすぐこちらを見ている。

　ドキンと心臓がはねて言葉を失うわたしの肩に、フレデリックの大きな手がのせられた。

「ずっとレジーナが好きだった。俺が立派な騎士になるまで待っていてくれないか。必ず迎えにくるから」

　わたしは安堵感と幸福感に胸を震わせながら何度も頷いた。

「待ってる。わたしもフレディが好き」

　返事をするや否や、うれしそうに笑ったフレデリックに抱きしめられた。

　そうしてフレデリックは日が沈むまでずっとわたしを抱きしめ、何度も好きだとささやき続けてくれたのだ。






　それなのにたったの一カ月で心変わりするだなんて信じられない！　あの熱い抱擁はなんだったわけ!?

　すっくと立ち上がったわたしは、怒りに任せて手紙を暖炉に投げ入れる。

　手紙が灰になるのを見届け鼻息荒く自分の部屋へ入ると、さっそく返事を書いた。

『あなたなんて大っ嫌い！　もう二度と顔も見たくないわ』

　もう恋なんてするもんかっ！

　わたしはそう決心して剣術の修行に没頭したのだった。
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　四年後。

「ただいま！」

　昼下がり、締まりのないデレデレした顔で自警団の詰所つめしょにやってきたのは、新婚ほやほやのアルスだった。

「おかえりなさい」

「これお土産。いま王都で流行ってる焼き菓子だぜ」

　新婚旅行先の王都から帰ってきたらしい。

　ここペレスの町は、王都から馬車で三日の距離にある山間の田舎だ。だからきらびやかな都会への新婚旅行が定番となっている。

「ありがとう！」

　どんなお菓子が入っているんだろう。

　わたしはリボンがあしらわれた包みをワクワクしながら受け取った。

「向こうでフレデリックに会ったぜ」

「……は？」

　不愉快な名前を聞いて思わず低い声が出た。

　リボンをほどこうとしていた手を止め眉をひそめるわたしの胸中などおかまいなしに、浮かれた様子のアルスが続ける。

「レジーナの様子を聞かれたから、元気に用心棒稼業してるって伝えといたぜ。あいつも元気そうだった」

　フレデリックが元気かどうかなんて知らないわっ！

　アルスとフレデリックは仲が良かったから王都で久しぶりに会えてうれしかったのだろうけど、わたしには関係のないことだ。

　俺のことは忘れてくれと書かれた手紙を受け取ってから丸四年、一度も顔を合わせていない。

　わたしが王都を訪れたこともないし、フレデリックが里帰りすることもない。

　王都は華やかで楽しい場所だと聞いている。フレデリックはきっと都会の暮らしに染まって故郷のことを忘れてしまったのだろう。

　心変わりしてあっさりわたしを捨てた薄情なフレデリックのことなど思い出さないようにしてきた。

　それなのに、久しぶりに名前を聞いて、あの日わたしに向かって好きだと言った彼の甘い笑顔が脳裏によみがえってくる。

　ああ、もうっ！

　わたしは心のモヤモヤを振り払うように首を振って、長剣を腰に装着した。お菓子は後回しだ。

「パトロールに行ってきます！」

「拗こじらせてんなぁ」

　背後で聞こえたアルスの呆れたような声を無視して詰所を出た。

　フレデリックと将来を誓い合ったこと、そしてあっさり心変わりされて振られたこと――詳細は誰にも話していないけれど、わたしに近しい人たちがなんとなく察しているのは知っている。

　でも拗らせてなどいない。もう終わったことなんだから！

　口を尖らせるわたしを見て愛馬が首を傾げている。賢い子だ。

　愛馬に跨またがり山へ向かった。

　山道を覆っていた雪はすっかり解けて、ひと月前の寒さが嘘のように暖かくなってきた。山の木々が一斉に芽吹いている。

　四季がはっきりしているこの風光明媚ふうこうめいびな土地がわたしは大好きだ。

　ペレスは隣国のドレット王国と我がグラシア王国の王都を往来する人々がひと休みする宿場町として栄えている。冬季は積雪の影響で客足が鈍るけれど、例年雪解けを境に町が活気づく。

　わたしの父は、町の自警団の団長を務めている。

　自警団は領主のコール伯爵が運営費を負担してくれているものの、それだけで所属団員たちが暮らしていける額には到底及ばない。

　だから父は剣術教室を開いて生計を立てているし、アルスは土産物店を両親と営んでいる。

　剣術は町の少年たちに人気の稽古事で、わたしも幼い頃から男の子たちに交じって剣を振り続けてきた。

　そしていまでは自警団を手伝う傍かたわら、用心棒として個人的な護衛の仕事も請け負っている。

　隣国は友好国で国家間のいざこざは一切ない。

　しかし道中の山間部で山賊に襲われる事件がたまに起きる。山賊たちは人々の往来が増えるとそれに比例して出現頻度が増えるし、いくら排除しても繰り返しわいてくる厄介な存在だ。

　もしもペレスで山賊に身ぐるみはがされたと悪い噂が広まれば、隣国との往来で別ルートが開拓されてしまうかもしれない。そうなればアルスの土産物店やフレデリックの両親が営む宿屋にとっては大打撃だろう。

　だからこそ自警団による日常的なパトロールが重要となる。まあ今回は、フレデリックの話題に居心地が悪くなってパトロールを口実に逃げ出してきたわけだけれど。

　フレデリックと同い年のアルスが結婚したのだから、フレデリックもそういう年齢だということになる。

　いや、もしかするとすでに結婚していたりして……？

　アルスが変なことを言ったせいでフレデリックの顔がチラついて仕方がない。

　わたしは馬の腹を蹴ってスピードを上げた。

　すると少し登ったところで不穏な音が聞こえてきた。剣がぶつかり合う音と男たちの怒号。

　これは――!?

　慌ててさらに進んでいくと、騎士と山賊が白塗りの馬車を取り囲んで交戦している光景が視界に飛び込んできた。

　わたしは息を思い切り吸い込んで指笛を吹き鳴らした。団員たちがこの応援要請を聞いて駆けつけてくれるはずだ。

　そして馬を下り、剣を鞘から素早く抜く。

　驚いたことに、襲われている豪奢ごうしゃな馬車には王家の紋章が入っているではないか。ということは間違いなく要人が乗っているはずだ。

　いくらなんでも大物を狙いすぎだろう。

「こらーっ!!」

　わたしは大声をあげながら駆け寄った。

　護衛の騎士は三人。それに対し山賊はざっと見渡して八人。

「ならず者たち、覚悟しなさい！」

　一番端にいた山賊の男を斬りつける。

　騎士のひとりが誰何すいかの声をあげるが、悠長に自己紹介している場合ではない。

「話はあとで！」

　わたしは応戦してきた山賊と剣を交えて睨みあったまま答えた。

「なんだビビらせんなよ。女じゃねえか」

　一旦飛び退った男が下卑た笑いを浮かべながら大振りで斬りかかってくる。わたしはその隙を見逃さず、無防備な脇腹めがけて剣を一閃いっせんした。

　浅かった。致命傷にはならないが、それでも男は苦悶の叫び声をあげながら膝をついた。

　舐めてもらっては困る。この四年間、わたしはフレデリックに振られた悔しさを原動力に代えてひたすら修行しまくったのだから。

　わたしの剣の腕前は、すでに父をも凌ぐほどだ。

　おまけに今日はフレデリックの名前を聞いたせいで腹が立っていて、普段の三割増しの力が出せそうな気がしている。

「はあああっ！　せいっ！」

　わたしは気合のこもった掛け声とともに剣を振り回して大暴れした。

　その甲斐あってか形勢が逆転し、山賊たちが次第に後退していく。

「あの女やべえぞ」

「逃げろ！」

　山賊たちはなにも盗らずにほうほうのていで逃げていった。

　追いかけたいところだが、それよりも馬車の護衛が優先だ。騎士たちも追いかけようとはしていない。

　わたしは剣を鞘にしまうと、騎士たちに向き直り左手を胸に当てて挨拶をした。

「ペレス自警団のレジーナ・ジェンキンスと申します。先ほどは失礼しました」

「自警団の方でしたか。私たちはグラシア王立騎士団の者です。ご助力に感謝します」

　握手を交わす。ふと視線を感じて振り返ると、馬車のカーテンが揺れていた。

「馬車の御仁ごじんにケガはございませんか」

「レジーナ様のおかげでご無事です」

　中にいる人物が誰なのか少々興味があるけれど、教えてくれる気はないらしい。

　騎士たちにケガ人も出ていないようだし、いいタイミングで助けることができてよかった。

　ホッと胸をなでおろしたところでようやくアルスと数名の自警団員が救援に駆けつけてくれた。

「なにがあった？」

　アルスも馬車にあしらわれている王家の紋章に気づいたのだろう。詰所でのデレた顔とは一転して緊張した面持ちでせわしなく視線を動かしている。

「賊に襲われているところに遭遇して撃退したところよ」

　アルスたちがもう少し早く来てくれたら、ケガを負って動きの鈍った山賊たちを捕まえられたかもしれない。それが少し残念だ。

「いつものヤツらか？」

　アルスの問いに、わたしは首を横に振った。

「顔は隠していたけれど、ここを縄張りにしている山賊ではないと思う」

「どうしてわかる？」

　騎士のひとりが割って入ってくる。

「わたしのことを知らなかったからです」

　自意識過剰だと笑われるかもしれないが、この山一帯を縄張りにしている山賊でわたしの存在を知らない者はいないと自負している。

　山賊撲滅を目指して、わたしは日々パトロールを欠かさない。さらには用心棒で護衛をしている時にも何度も彼らを撃退してきた。

　だから最近では、わたしの姿を見るや否や逃げ出す山賊のほうが多いぐらいだ。

　それなのに先ほどの彼らは、わたしの顔を知らないばかりか女だと舐めていた。つまり、よそから流れてきた新手の山賊たちだったのかもしれない。

　説明は簡潔にとどめた。とにかく早く安全な場所まで馬車を移動させるのが先決だ。

　わたしたちは念のため、馬車がペレスの町を抜け安全な街道に出るまで護衛した。

　その後自警団の詰所に戻ったわたしは、ようやくアルスのお土産の包みを開けてみた。

　二枚のビスケットの間にジャムをはさんである焼き菓子だ。

　パクッとひとくちで食べてみる。

「おいしい！」

　食感がビスケットよりもサクサクしていて、しかも塩気がきいている。そのしょっぱさとジャムの甘さの組み合わせがクセになりそうだ。

　今度アルスにお礼を言わないと――そう思いながら自警団日誌をつけた。






　朝夕はまだ冷え込むものの、徐々に春らしい陽気になってきた。

　王家の紋章入りの馬車が襲われた事件から二週間が過ぎた。山賊たちはおとなしくしているようで、あの事件以降、山を往来する馬車が襲われたという報告は入ってきていない。

　さあ今日も張り切ってパトロールを……と思っていたのに、母が神妙な面持ちで自警団の詰所を訪ねてきた。

「レジーナ、あなたなにをしたの？」

　いや、いきなり問いただされても困る。

　母に対して後ろめたいことがあるとすれば、アルスの新婚旅行のお土産をひとりで食べてしまったことと、少々値段の張るワンピースを衝動買いしたもののやっぱり似合わない気がしてクローゼットの奥に隠していることだろうか。

　どっちがバレたんだろう。というかそれ、いまじゃなくていいよね？

　無言のまま首を傾げて戸惑っているわたしに痺れを切らしたのか、母が先に口を開いた。

「領主様がお呼びなの」

「……誰を？」

　母が怒りの形相ぎょうそうに変わる。

「だからあなたが呼ばれたのよ、レジーナ！」

　ええぇぇっ!?

　話をそばで聞いていた父に付き添ってもらい、わたしは領主様の屋敷へ急行した。

　数年前に代替わりしたコール伯爵は、父よりも年下だ。

　一体どんなお咎めがあるのかと戦々恐々としているわたしたち親子に、コール伯爵は穏やかな笑みを浮かべながら思いもよらぬことを告げた。

「レジーナさん、騎士になりませんか」

「……はい？」

　突然の話に頭が追い付かない。

　わたしはペレスの治安を守りたいだけであって、騎士になりたいわけではない。しかも今年の騎士登用試験はとっくに終わっているはずだ。

　コール伯爵の真意を測りかねて視線を横に移したけれど、父も首をひねっている。

　するとコール伯爵は手元の書類に目を落として読み上げた。

「ライトブラウンの髪に紫の瞳の若い女性。自警団員でレジーナ・ジェンキンスと名乗っていた」

　顔を上げたコール伯爵と目が合う。

「これはあなたに間違いありませんね？」

「おっしゃる通りです」

「我がグラシア王国のシャーロット王女殿下から、あなたを近衛騎士として召し抱えたいと内々に打診されました」

　もしかして――！

　二週間前の光景が脳裏によみがえってくる。

「あの馬車に乗っていらしたのは、シャーロット様だったのですか？」

　わたしの問いかけにコール伯爵は笑みを深くして頷いた。

　シャーロット様の馬車を守れたことはとても誇らしい。

　でも、このわたしがシャーロット様の近衛騎士に……？　剣術の腕を買ってもらえたと喜んでいいんだろうか。

　ここで隣に立つ父が戸惑った声をあげた。

「しかし騎士団には、娘よりも腕が立ち経験もある騎士様が大勢いらっしゃるのでは？」

「たしかにその通りです。レジーナさんが選ばれた理由は大きくふたつあります。ひとつは女性であること」

　ひとつ目の理由は納得がいく。

　騎士団の登用試験は性別や身分に関係なく誰でも受けられるが、女性が合格するのは稀だと聞いている。

　騎士になる方法はもうひとつあって、貴族の推薦状があれば無試験で登用されることもある。

　しかし騎士を多く輩出する家門でない限り娘を騎士にしようと思う貴族はいないし、平民のためにわざわざ推薦状を書いてくれる貴族もいない。よって女性の騎士はとても数が少ないのが現状だ。

　おそらくシャーロット様が女性の騎士を所望しているのだろう。

「そしてふたつ目の理由は」

　コール伯爵が笑顔を消した。

「我々貴族にありがちな政治的なしがらみがないことです」

「……」

　恥ずかしながら、わたしは二十一歳にもなってこういう方面の話には疎うとい。

　父がわずかに眉間にしわを寄せて口を開いた。

「シャーロット様のお立場が盤石なものではないという意味でしょうか」

　コール伯爵が小さく頷く。

「本来ならばシャーロット様は慣例に倣って外国へ嫁ぐと目されていました。しかしローゼス公爵家のご令息との婚約が発表され、それに猛反発している一派と対立しています」

　友好的な関係を保つため王女様が政策の一環として外国の王族と婚姻関係を結ぶことがあるのは知っている。

　しかし、そうしないことが国内で対立を生むきっかけになるものなんだろうか。

　父がささやくような声で続けた。

「陛下の具合があまりよろしくないのですね？」

　この問いに対しコール伯爵は肯定も否定もせずに澄ました顔をしている。

　国王陛下が病に倒れたと発表されたのは一年前のこと。王妃様は陛下の看病につきっきりだという話は、ペレスにまで伝わってきている。

　お世継ぎであるアーベル王子はまだ十二歳だ。

　ここでわたしもようやくピンときた。幼い王子に代わり姉のシャーロット様が陛下の公務を引き受けているのかもしれない。そうだとしたら、シャーロット様の発言力が強くなることに反発している者たちがいるのだろう。

　自警団の一員として活動する中で、わたしは何度も女性だという理由だけで馬鹿にされた経験がある。

　そんな時は実力を見せつけて自分がお飾りではないことを証明してきた。

　同等に考えるのはおこがましいかもしれないが、シャーロット様も王城で孤軍奮闘しているのではなかろうか。だとすれば、その苦悩を共有できるわたしはシャーロット様の近衛騎士として適任かもしれない。

「ご指名いただき大変光栄です。この話、お受けいたします！」

　わたしは左手を胸に当てて言い切った。

　まさかこの場で即答されると思っていなかったのか、コール伯爵が一瞬目を丸くする。

「推薦状は私が書くので、騎士団への入団は間違いなく認められるでしょう」

　コール伯爵によれば、騎士団の入団式まで残り一カ月しかないという。

　とはいえ住居は騎士団の寄宿舎を用意してもらえるようだから、一カ月もあれば準備期間は十分だろう。

　しかし、この時ある懸念をすっかり忘れていたことに気づいたのは帰宅後だった。

　わたしと父の帰りをやきもきしながら待ちかまえていた母に、コール伯爵邸でのことを説明した。

　すると母が眉をひそめた。

「レジーナ。それでいいの？」

　たしかに男ばかりの職場で不自由なことも多いだろうし、シャーロット様の護衛任務に危険が伴うこともあるだろう。でもわたしは、もうやると決心したのだ。

「もちろんよ」

　母を安心させるために、胸を張って笑顔で答える。

　母はどこか呆れたように苦笑した。

「まだフレデリックのことを引きずっているのかと思っていたけど、そうでもないようね」

　――――!?

　待って！　すっかり忘れていたわ！

　どうやら母は、わたしがフレデリックに会って平気でいられるのかと心配してくれていたようだ。

　四年前フレデリックから手紙が届いた時に、わたしは少しでも早く内容を確かめたくて母の前で封を開け、文面を読み……崩れ落ちた。

　わたし自身が気づくよりも早く、わたしのフレデリックへの気持ちを知っていた母だ。

　彼の旅立ちの前日、ほてった顔で帰宅したわたしを見てフレデリックとの関係が変わったことに気づいた様子だった。そしてわたしが手紙を暖炉に投げ入れ、それきりフレデリックを話題にしなくなったことで、初恋が残念な結果に終わったことも当然気づいたにちがいない。

　もしかすると、ずっと心配してくれていたのかもしれない。

　だからわたしは再度胸を張って言った。

「フレデリックはただの幼馴染よ。関係ないわ」

　騎士団員はかなりの人数がいるはずだし、万が一姿を見かけても無視すればいいだけだ。

　わたしが近衛騎士になるのはフレデリックに会うためではない。

　シャーロット様の期待に応えるためなのだから。






　◇◇◇






　一カ月後、わたしは晴れてグラシア王立騎士団の入団式を迎えた。

　コール伯爵の推薦状が受理されて王都行きが正式決定するまでに二週間ほどかかり、こちらへ来たのは一週間前だ。

　王城のホールに集まった新人騎士はざっと数えて五十人ほどだろうか。その中で女性はわたしを含めて三人しかいない。

「キョロキョロしすぎ」

　隣に立つ紫色の髪の新人にプッと小さく笑われて、わたしは我に返った。

　騎士団長が挨拶をしている途中だというのに、まったく聞いていなかった。

　場慣れしていないのが明白で恥ずかしい。

　注意してくれてありがとう――伝わっているかは不明だが、彼にそう目配せをして前を向いた。

　騎士団長の挨拶が終わると配属先が発表される。ひとりひとり名前を呼ばれ、団長から所属がわかるバッジを受け取るのが慣わしのようだ。

「レジーナ・ジェンキンス」

「はい！」

　わたしはキビキビした動きで前へ進み出た。

「第一騎士団第十二小隊の配属を命ずる。期待しているぞ」

「ありがとうございます。精進いたします」

　団長の隣に立つ補佐官が騎士服のエンブレムの下にバッジをつけてくれた。赤いプレートの中央に鷹のモチーフがあしらわれている。

「テリー・ハリソン」

　次に先ほど注意してくれた隣の彼が呼ばれた。

　戻ってきたテリーが金色の目をわずかに細めて笑う。優雅な所作から察するに、彼は貴族かもしれない。

「同じ近衛隊だね。どうぞよろしく、レジーナ」

　彼の胸にもわたしと同じ赤いバッジが輝いている。

　騎士団員は、バッジの色とモチーフを見れば、どの部隊に所属しているかひと目でわかるようになっている。

　第一騎士団は王族の警護を担当する近衛隊が赤、王城の警備隊が白だ。

「こちらこそよろしく、テリー」

　わたしたちは、がっちりと握手を交わした。

　騎士団は第四騎士団まであり、総勢千人ほどの大きな組織だ。

　入団したばかりの新人騎士は、所属に関係なく合同訓練を経てから各部隊で働きはじめることとなる。

　入団式終了後、さっそく明日からはじまる訓練の集合時間を伝達されて解散となった。

　ホールから出てさっさと帰ろうとするわたしをテリーが引き留めた。

「待て。挨拶に行かないのか」

「挨拶？」

　シャーロット様への謁見なら王都に到着した日に済ませている。

　キラキラ光る透明感のある銀髪と慈愛に満ちたネイビーブルーの瞳が印象的な素敵な王女様だった。

　マメだらけのわたしの手を包み込むように握り、期待していると微笑んでくれたのには感動した。

「第一騎士団の配属になった新人は、入団式の後に上官に挨拶しに行くのが慣例だよ。なにも知らないんだね」

　テリーの声色は決してわたしを馬鹿にするものではなかったが、カッと顔が熱くなる。

　なにも知らない自分が恥ずかしい。いや、むしろテリーはなぜ知っているのか。

「田舎者で恥ずかしいわ。あなたはよく知っているのね」

「ハリソン家は代々騎士の家門だからね」

　茶目っ気たっぷりにウインクするテリーに親しみがわく。しかも王城の敷地の奥にある騎士団の建物へ向かう途中で、テリーもわたしと同じ第十二小隊に配属されたことがわかった。

　同僚として一緒に仕事しやすそうな人でよかった。年齢が二十歳と聞いて、自分よりも年下であることには驚いたけれど。

「第十二小隊は新設されたばかりなんだ。小隊長は入団五年目の若手のホープが大抜擢されて、ちょっとした話題になったんだけど……知ってる？」

　王都の騎士団の昇格人事情報など、ペレスには届かないから知るはずもない。

　騎士団の建物の内部もよく知っているのかテリーは迷うことなく廊下を進み、『第十二小隊』と書かれたプレートが下がっているドアの前で足を止めた。

　なんて頼もしいんだろうか。

　テリーに続いて部屋に入る。隊員たちの視線が一斉に注がれる中、まずテリーが挨拶をした。

「本日入団いたしましたテリー・ハリソンです。ハリソン侯爵家の名に恥じぬよう職務を全ういたします」

　やはりテリーは貴族だったのか――なんてことは、どうでもよくなるような緊急事態にわたしは陥っている。

　テリーの自己紹介をどこか遠くに聞きながら、わたしは目の前に立つ上官を凝視していた。

　待って！　どうしてこうなるの!?

　心臓が止まるかと思った。

　第一騎士団第十二小隊の隊長はなんと、フレデリック・アダムズだったのだ。

















第二章　騎士のお仕事を頑張ります！












　翌朝からさっそく新人騎士たちの合同訓練がはじまった。

「なんか……大丈夫？」

　わたしの顔を覗き込んだテリーがギョッとしている。

　目の下のクマがひどいことは、わたしも今朝髪を束ねながら鏡で確認したから知っている。

　昨晩は訓練に備えて早く寝なければと思ったのに、なかなか寝付けなかった。もちろんフレデリックのせいだ。

　大きな組織である騎士団で顔を合わせることもないだろうと思っていた相手に、いきなり入団初日に再会してしまった。

　それだけではない。まさか直属の上官と部下の関係になるだなんて、誰が想像しただろう。神様はなんて意地悪なんだろうか。

　きのうは、テリーの後に自分がどんなふうに挨拶をしたのかさえよく覚えていないほどに動揺した。

　一身上の都合により配置換えを申し出たいところではあるが、シャーロット様を専属で警護するのは第十二小隊だけらしい。

　フレデリックが率いる小隊に所属すると事前にわかっていれば、間違いなくお断りしていただろう。

　しかしわたしはすでにシャーロット様から期待しているとありがたい言葉を賜り、頑張りますと返事をしている。ここでやっぱり辞めますと言えば、推薦状を書いてくれたコール伯爵の顔を潰すことにもなる。それにシャーロット様のことを守り、支えたい気持ちは変わらない。

　再会した時、フレデリックはとても気まずそうな顔をしていた。

　差し出された手を握った時は目を合わせられなくて、わたしはうつむいたままだった。

「隊長のフレデリック・アダムズだ。よろしく頼む」

　四年ぶりに聞くフレデリックの声には苦渋が含まれていた。彼だってこんな形でわたしに再会などしたくはなかっただろう。

　彼が初対面のようにふるまってくれることが、ありがたくもあり寂しくもあった。

「どうしてこうなったのー!?」

　昨夜は何度もそう叫びながらベッドの上でのたうち回った。

「ほら、ボーッとしない」

　不意にテリーに腕を引かれて我に返る。

　周りに視線を巡らせれば、ふたりひと組で準備運動をしているではないか。テリーの言う通りボーッとしている場合ではない。

　テリーと組んで腕を引っ張り合うストレッチをする。

　ふと顔を上げた瞬間、訓練場の上に並ぶ見学者の中にフレデリックの姿を見つけてしまった。

　こちらを見ている。

　今年の新人はどんなヤツらだろうと興味があるのか、多くの先輩騎士たちが見学に来ている。フレデリックが新人の部下の様子を眺めるのも当然ではあるけれど、どうも落ち着かない。

「イテテテ！」

「あっ、ごめん！」

　考え事ばかりしていたせいでテリーの背中を強く押しすぎていたらしい。

「そこ！　真面目にやれ！」

　ふざけていると思われて指導官に注意されてしまった。

　いきなりこんなことではダメだわ。集中しないと！

　わたしは自分の頬をパチンと叩いて気合を入れなおした。

　準備運動の次にはじまった木剣の素振りや木盾こだてとの連動した動きを確認する訓練では、苦戦を強いられた。

　どうやらわたしの剣術は、かなり我流だったらしい。

「ずいぶん野蛮な振り方だな」

　テリーが面食らった顔をしているが、わたしだって驚いた。これまでそんなことを言われた経験がない。

　山賊を相手に、剣術の基本的な型だとか正しい斬撃ざんげき動作なんて言っていられる状況ではなかった。彼らの武器は長剣だけではないし、卑怯な騙し討ちだって仕掛けてくる。

　子どもの頃に父から習った剣術はたしかに基本の型だった。それがいつのまにかどんどん我流になっていったのだろう。

　野蛮ではなく実践的と言ってもらいたい。

　しかしそのせいで新人騎士の中でわたしだけ剣の振り方がおかしいのは間違いなく、基礎からやり直すことになってしまったのだ。

　王都は北方にあるペレスよりも平均気温が高く、すでに汗ばむ陽気だ。

　体を動かして汗をたくさんかいた後の昼食の味は格別で、食事の手が止まらない。

　パンにかぶりつくわたしに、テリーが得体のしれない物でも見るかのような視線を向けてくる。

　さすが貴族だ、ガヤガヤ騒がしく食事のマナーも不要な騎士用の食堂であっても、テリーの食べ方はとても洗練されている。

　育ちのいいテリーは、こんなに口を大きく開けて食事をする女性をこれまで見たことがないのかもしれない。

　剣術だけでなく食べ方まで粗野だと思われているとしても別にかまわない。わたしは強い騎士になりたいだけなのだから。

　騎士の家門というのは全員が騎士になるものなんだろうかと、ふと疑問がわいてくる。

「テリーは自分の意志で騎士を志望したの？」

「俺は次男で家督を継ぐ立場ではないからね。つつがなく騎士の務めを全うして騎士爵をもらうつもりだ」

　騎士爵とは一代限りの爵位で、領地は持てないものの年金が支給され、それなりの暮らしが保障されるらしい。

　貴族でも次男や三男だと自立して生活する術すべを探さないといけないのかもしれない。

　そういうレジーナはと返されて、父が団長を務める自警団の手伝いをしていたからだと説明した。

「平民でいきなり近衛隊に配属されるのは異例中の異例なんだけど、女性だってことが大きいのかな」

　テリーが小首を傾げている。

　その通り、女性だからって理由が大きかったみたいよ！

　そう認めてしまいそうになるが、うかつなことを言うとシャーロット様直々の要請だったことがバレかねない。

　平民が騎士になるには騎士登用試験を受けて合格しなければならない。わたしは、その正規ルートをたどっていないことに少し後ろめたさを感じている。

「そうかもしれないわね」

　と、言うにとどめた。

　ここでテリーの口からフレデリックの名前が飛び出してドキッとした。

「そういえばアダムズ隊長も平民からの大抜擢だったよな。きのうしかめっ面をしていたけど、俺はあまり歓迎されていないのかもな」

　ちがうのよテリー。あれは歓迎していない顔ではなくて、わたしと再会して戸惑っていただけだと思うわ。

「そんなことないと思う。きっとああいう顔なのよ！」

　わたしの言い方がおもしろかったのか、テリーがプッと笑う。

「そうだね」

　昼食を終えると次は座学で、騎士団の組織のあらましや規則を学んだ。

　騎士団は普段、少人数の小隊単位で活動しているが、有事の際には中隊や大隊を結成することもあるそうだ。

　座学が終わるとまた体を動かして一日が終わった。

　初日からなかなかハードだった。

　わたしは寄宿舎に帰るなりベッドに倒れこんだ。

「はー、疲れた」

　でも、王国を守るという志をともにする仲間と一緒に切磋琢磨するのはとても楽しい。

　それに新人訓練期間中はフレデリックと一緒に仕事をせずに済む。

　心地よい疲労感で満たされていた気持ちにフレデリックの顔が割り込んできて、慌てて振り払う。

「もうっ、フレディの馬鹿っ！　寝る！」

　枕に顔をうずめると、寝不足もあってかその日の夜はあっけなく眠りに落ちた。






　こうして訓練が十日間続き、慣れてきた頃に王城で国王陛下主催の夜会が催された。

　わたしたち新人騎士も研修の一環として王城内外の警備に駆り出される。

　入団式以来の騎士服を身に纏ったわたしは、テリーとともにホール内の警備担当となった。

　不審人物はいないか、揉め事が起きていないか、気分の悪くなった参加者がいないかなど、自分の立ち位置からホール全体にくまなく視線を走らせる。

　これまで木々の生い茂る山と小汚い山賊ばかりを見てきたわたしにとって、輝くシャンデリアのもと着飾った貴族たちがあふれる華やかな夜会の光景はまぶしすぎる。

　まるっきり別世界のようだ。

　目をわずかにすがめていると黄色い声が聞こえて、横に立つテリーに視線を移した。

「テリー様。騎士団への入団おめでとうございます」

「ありがとう」

　これで何人目だろうか。

　豪奢なドレス姿の美しいご令嬢に話しかけられるたび、テリーは整った微笑みを返している。

　きっと騎士になる以前は、貴族の令息として社交界で人気者だったのだろう。

「モテるのね」

　そうささやくとテリーは小さく肩をすくめた。

「アダムズ隊長に比べたら全然だよ」

　突然フレデリックの名前が出てきたことに息を呑む。

　フレデリックがモテモテですって!?

「こういった夜会の警備中に言い寄られているところを何度も見かけた。勤務中だとか好きな人がいるとか言ってあしらっていたけど」

　なるほど、四年前突然振られた理由が見えてきた。

　フレデリックはきらびやかに着飾った都会のご令嬢たちに言い寄られ、田舎の幼馴染などどうでもよくなったのだろう。

　悔しいけれど仕方ない。そりゃそうだ、化粧っ気もなく土埃まみれで剣を振り回すわたしよりも、上品できれいな都会の女性のほうがいいにきまっている。

　素直に負けを認めようではないか。

　フレデリックは誰かいい人を見つけたのだろう。悔しさや寂しさよりも、納得感のほうが大きい。

　ペレスの丘でフレデリックがぎゅうっと抱きしめてくれた。何度も好きだと言ってくれた。あの瞬間は幸せな気持ちでいっぱいだった。わたしもいつまでも恨んでなんかいないで、それを過去のいい思い出だと割り切ろう。

　わたしはすがすがしい気持ちで前を向いた。

　ここで入り口付近からどよめきがあがる。

　顔を向けると、シャーロット様が長身の男性にエスコートされてホールに入場してくるところだった。

　ふたりは優雅に微笑み合ってとても仲睦まじい様子だ。

「あれは……！」

「シリアン・ローゼス。ローゼス公爵家の次男でシャーロット様の婚約者だ」

　口を半開きにして驚いているわたしにテリーが説明してくれる。しかし……。

　なに言ってるの、ちがうわ！

　普段はおろしている前髪を後ろに流し額から鼻までを覆う仮面をつけているものの、彼はフレデリックではないか！
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　幼い頃からずっと一緒に過ごしてきたんだもの、うまく変装しているつもりかもしれないけど見紛みまがうはずがない。

「どうして……？」

　いつ公爵家の次男になったの？

　いや、ちがう。第十二小隊の部屋で挨拶した時は、フレデリック・アダムズと名乗っていた。

　それなのにホールにいるご令嬢たちは、彼を「シリアン様」と称して噂話をしている。

「シリアン様がご無事でよかったわ」

「シリアン様はお顔の傷を仮面で隠していらっしゃるのね」

　わたしはシリアン様を知らないからわからないけれど、いまのフレデリックのいでたちは周囲にそう勘違いさせるほど似ているのだろうか。

　戸惑いながらふたりを凝視するわたしに、テリーが説明を続ける。

「彼は二カ月前に何者かに襲われてケガを負って療養していたんだ。仮面をつけているのは傷がまだ生々しいのかな。亡くなったって噂もあったから心配していたけど元気そうだ」

　背筋がゾクリとした。

　もしかすると、本物のシリアン様は噂通り命を落としたのかもしれない。だからフレデリックが代わりに……？

　おそらくこれは誰にも言ってはならないことだ。

　シャーロット様の婚約者を演じているフレデリックを凝視していたせいか、テリーはわたしがシリアン様に見とれていると勘違いしたらしい。

「ローゼス公爵家は王女派だけど、あのふたりは政略ではなく恋愛を成就させた相思相愛だから付け入る隙はないよ」

　横恋慕などもちろんする気はない。

　それよりもテリーの発言で気になったことがある。

「王女派？」

　首を傾げるわたしを見てテリーが苦笑する。

「本当になにも知らないんだな。騎士団にも王女派と宰相派がいるから、そこだけは気を付けるようにね」

　無駄話はこれでおしまいだとばかりに、テリーがあごを上げてホールを見渡しはじめる。

　コール伯爵から聞いた貴族の派閥争いのことだろうか。シャーロット様の婚約に猛反発しているのが宰相であるロルフ・スペンサー卿とその一派なのかもしれない。

　主催者であるはずの国王陛下がこの夜会に姿を見せないということは、病状が思わしくないのだろう。

　フレデリックを小隊長に抜擢したのもシャーロット様の意向が反映されたのだろうか。

　そのこととフレデリックがシリアン様になりすましていることが関係しているのだとしたら……？

　わたしは複雑な胸中を抱えたまま、親しげに微笑み合うシャーロット様とフレデリックを見つめた。






　新人騎士の合同訓練が終盤に入った。

　ここまでの二週間は王城に隣接する騎士団の訓練場で行ってきたが、今日からは遠征訓練だ。

　馬での移動、重い荷物を背負って徒歩での移動、野外戦闘訓練や野営訓練をしながら最終目的地まで移動するらしい。

　出発の際には先輩騎士たちが盛大に見送ってくれた。

「無事に帰ってこいよー！」

「死ぬなよー！」

　なんだか不穏なかけ声が多い気がする。

　どういうこと？　まさか命がけの訓練ってこと!?

　ふと視線を感じて馬上から振り返ると、見送りの騎士たちの中に第十二小隊の隊員たちの姿が見えた。

　その中でフレデリックだけは、わたしたちを囃し立てるでもなく黙ってじっとこちらを見ている。

　子どもの頃、馬に振り落とされそうになってばかりいるわたしに乗馬のコツを教えてくれたのはフレデリックだった。技術だけでなく馬との信頼関係が大事だということも。穏やかな性格のフレデリックは、動物と仲良くなるのが得意だった。

　安心してちょうだい。初めて乗る馬でも、もう振り落とされたりなんかしないわ。

　わたしは前を向いてシャンと背筋を伸ばした。

　旅の途中、要所要所で訓練をしながら数日かけて移動した。

　ここまではのんびりした旅路で、わたしは休憩時間中にせっせとテリーに国内情勢に関する質問をした。

「宰相派の狙いはなに？」

　いま国王陛下の執務はシャーロット様と宰相のスペンサー卿が共同で代理を務めていると聞いている。

「もちろん実権の掌握だ。シャーロット様が慣例に倣って外国へ嫁いでくれさえすれば、病床の陛下の代理として好きにできる。ゆくゆくは若い王子を支える名目で実権を握り続ける算段もあるだろうね」

　つまりシャーロット様がこのままシリアン様と結婚してこの国にとどまること自体を疎んじていることになる。

「じゃあ、シリアン様を襲ったのは……？」

　テリーが小さく頷いた。

「彼らにとってシリアン様は邪魔な存在だ。もちろん宰相派は証拠なんて掴ませないだろうけどね」

　本気でシリアン様の命を狙ったのだろうか。もしや、ペレスの山道でシャーロット様の馬車を襲ったのも……。

　あの日、わたしが山賊たちに抱いた違和感がそれを物語っている。

　彼らが山賊を装ってシャーロット様の馬車を襲えと命じられていたのだとしたらしっくりくる。

　一見平和そうなグラシア王国の中枢には様々な陰謀が渦巻いているのかもしれない。

　内情を知れば知るほど、シャーロット様の立場が危ういものだとわかった。

　こうして到着したのは南西部にある広大な牧草地帯だった。

「明日からいよいよ最終任務に挑んでもらう」

　新人騎士たちが集められ、指導官に神妙な面持ちで告げられる。

「命がけの過酷な任務になるだろう」

　――――!!

　わたしたちに動揺が走った。

　王都を出る時に先輩騎士たちからかけられた「死ぬなよ」の言葉が脳裏によみがえる。

　ここが国境に近い土地であることは知っているけれど、周辺諸国との関係は良好なはずだ。外交が安泰なのは陛下の、そしてそれを引き継いでいるシャーロット様の献身的な外交活動の成果だ。

　ということは、命がけの任務とは一体なんだろう……？

　その夜、そわそわ落ち着かない新人の中には故郷の両親に手紙をしたためる者までいた。遺書だろうか。

　正規任務に就く前に命を落としたら、推薦状を書いてくれたコール伯爵に申し訳が立たない。

「わたしも書いたほうがいいかしら……」

　思わずつぶやくと、テリーにプッと笑われてしまった。

「大丈夫だよ」

　なぜかテリーは余裕のある態度だが、信じていいんだろうか。

　一抹の不安を抱えたまま迎えた翌朝、新人全員が小屋に召集された。壁に大きなハサミがいくつも下がっている。

　それを見て震えあがっている新人もいるけれど、わたしはそのハサミには見覚えがあった。

　今日の任務と関係があるんだろうか。

　ここで指導官の大きな声が響いた。

「この任務を乗り越えることこそが立派な騎士への第一歩だ。覚悟はいいか」

「はい！」

　左手を胸に当てて全員で返事をする。

「任務終了までおまえらの明日は来ない！」

　バーンと開け放たれた扉の向こうには、白くうごめく大群が待ちかまえていた。

「メェー、メエェェー」

　わたしたちの緊張感とは対照的なのんびりした鳴き声が牧場に響いている。

　やっぱり、これは間違いなく――。

「ヒツジの毛刈りだわ」

　わたしはつぶやいた。

　指導官たちは、いたずらが成功した少年のような顔で笑っている。

「なんだよう。俺、今朝一番で手紙送っちゃったじゃねーか」

　みんな一様に力が抜けたようだ。

　昨夜そんな必要はないと言っていたテリーは知っていたのだろう。

　横に並ぶテリーを見上げると、目が合ってウインクされた。

「毎年恒例のいたずららしいよ」

「なんだぁ……」

　しかしホッとしたのも束の間、ヒツジの毛を一頭残らずきれいに刈り取れという任務は、新人騎士たちにとってとんでもなく骨が折れるものだった。

　ヒツジを捕まえる係、押さえる係、専用の大きなハサミで毛を刈る係に分かれてスタートしたものの、ちっともうまくいかない。

　みんなあまりにもヒツジに不慣れすぎるのだ。

　暴れたヒツジに蹴られたりハサミで指を切ったりと、早々にケガを負って離脱していく者までいる。

「去年は全部を刈り終えるのに一週間近くかかったらしい」

　情報通を気取るテリーも、自分から積極的に動こうとはしない。

「テリー、あなたなにもしていないじゃないの！」

　知っていたんなら毛刈りの練習ぐらいしておきなさいよ！

　わたしはヒツジを一頭手早く捕まえてテリーのもとへ引き返すと、ヒツジを座らせ毛を刈ってみせた。

「よく見ておいて。こうやるのよ」

　わたしの手際のよさに「おお！」と、周囲からどよめきがあがる。

　毎年春になるとペレスの近くの牧場で毛刈りの手伝いをしていた。だからわたしにとってこの作業はお手の物だ。

　今年もそろそろやっている頃だろう。

　しかしヒツジの群れは、わたしひとりでどうこうできる頭数ではない。

　新人全員がぐったり疲れた様子で夜のミーティングに集まった。

「俺たちは騎士であって牧場経営者じゃないんだぞ」

「あいつらのメェメェ鳴く声が耳にこびりついて離れない。もう疲れたよ……」

　そんな不満の声があちこちであがり、わたしはたまらず立ち上がった。

「逃げ回って緊張して、疲れているのはヒツジも一緒です。手際よく作業してあげないとヒツジたちがかわいそうです」

　ここで指導官のひとりがハハッと笑った。

「四年前にも同じことを言った新人がいたな。あの時は二日半で任務を終わらせたんだっけな。そいつはいま出世して小隊長になってるぜ？」

　ニヤリと笑う指導官を見て、不満の声がピタリとやんだ。

　おそらくこれはただの毛刈りではない。我々の結束力を高める目的のほかに、個々の協調性やリーダーシップを見ているにちがいない。

　そのことに全員が気づいたのだろう。

「俺、明日はもっと頑張ります！」

　先ほどとは打って変わってやる気を見せる者が現れはじめた。

　四年前に同じことを言った新人――それは間違いなくフレデリックのことだ。

　負けてなるものか！

　わたしが秘かに闘志を燃やす横で、テリーが立ち上がる。

「そうだ。本来の騎士の任務に早く就けるように、力を合わせて効率よく頑張ろうじゃないか」

　この呼びかけに全員が「おう！」と答えた。

　なんだかいいところを持っていかれたような気もするが、テリーにはいろいろ教えてもらって世話になっているから許そうと思う。

　翌日、わたしたちは一致団結して任務に臨んだ。

　適材適所を徹底し、器用な者がハサミ担当、ヒツジを安心させられる穏やかな性格の者が押さえる担当、体を動かすことしかできない者はヒツジ追い担当とした。

　こうして羊毛刈りという過酷な任務を、わたしたちは丸二日で終わらせた。

「勝ったわ！」

　こぶしを握って達成感に浸るわたしにテリーが怪訝な顔を向ける。

「なにと戦ってたの？」

　もちろんフレデリックよ！

　同期の結束力も高まり、騎士の名に恥じぬよう死力を尽くすことを誓い合って、新人のわたしたちはそれぞれの任地へと向かったのだった。
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「新人合同訓練から戻りました。あらためてよろしくお願いします！」

　わたしとテリーは並んで左手を胸に当て、隊員たちに挨拶をした。

　いよいよ第十二小隊での任務がはじまった。

　隊員たちがおもしろがるような声で話しかけてくる。

「ヒツジ追いはうまくできたか？」

「俺しばらく夢にヒツジが出てきてうなされたぜ？」

　いまごろ各隊で似たようなやり取りをしているにちがいない。

「レジーナが大活躍してくれました」

　テリーが誇らしげに言うものだから、わたしも自慢げに胸を張った。

「歴代最短記録で終わらせました」

　わたしがどうだとフレデリックに視線を向けると、フレデリックは一瞬頬を緩ませた。

「今年の新人は期待できそうだな」

　隣に立つテリーは「死力を尽くします」と返事をしているけれど、わたしはフレデリックとどういった距離感で接すればいいかわからず目を伏せてしまう。

　割り切ろうと決心したはずなのに、本人を目の前にするとどうもうまくいかない。

　フレデリックはわたしの態度など気にもとめない様子で、第十二小隊の仕事内容の説明をはじめた。

「近衛隊の中でもこの小隊はシャーロット様の護衛に特化している。どんな些細なことでも情報共有は怠らないように」

　情報共有って、それを言うんだったらあなたがシリアン様になりすましていることもみんな知っているの？

　そこでわたしは少々意地の悪い質問をしてみた。

「シャーロット様の婚約者であるシリアン様の護衛もするのですか？」

「彼を護衛するのはシャーロット様に同行している時のみだ。それ以外はローゼス公爵家の私兵にお願いしている」

　フレデリックの返答を聞きながら周りにいるほかの隊員たちに目をやっても、別段変わった様子はない。

　全員で素知らぬふりをしているのだとしたらたいしたものだ。こんな高度な演技力を求められても、わたしはできそうにない。

　その後、テリーとわたしはフレデリックに連れられてシャーロット様の執務室へ挨拶に行くこととなった。

　王城内を歩く間もフレデリックが近衛隊の訓練内容などを説明してくれる。

　うんうんと頷きながらも、項目が多すぎて頭の整理が追い付かない。

　シャーロット様の執務室の前には、ふたりの近衛騎士が立っていた。

　もちろんこのふたりも同じ第十二小隊の隊員だ。ローテーションでこういった仕事もすることになる。

　シャーロット様はにこやかにわたしたちを迎えてくれた。

「よろしくお願いします」

　形式的な挨拶だけで終わるかと思いきや、シャーロット様から意外なことを言われた。

「アダムズ隊長とレジーナは残ってもらえるかしら」

　テリーはさっそく部屋の外に立つ隊員に教えてもらいながら護衛任務のローテーションに加わることとなった。

　わたしとフレデリックに向かってシャーロット様がわずかに首を傾げる。

「アダムズ隊長もペレスの出身と聞きました。率直に質問するけれど、ふたりは顔見知りですか？」

　咄嗟にわたしとフレデリックは顔を見合わせた。

　どう答えればいいかわからない。わたしが戸惑っていると、フレデリックは眉尻を下げて困ったように苦笑する。

「はい。レジーナは幼馴染です」

　元恋人同士とは言わないのね？　言えるはずもないだろうけど！

　シャーロット様の顔がパッと明るくなった。

「まあ、素敵！」

　シャーロット様はわたしよりもひとつ年上のはずだが、笑顔はとても無邪気でかわいらしい。

　しかしなにか勘違いしていないだろうか。

　ここですかさずフレデリックが補足する。

「ただの幼馴染ですので」

　フレデリックは「ただの」をことさら強調した。

　それ以上の関係ではないと言いたいのだろう。わたしたちの関係がなかったことにされるのはなんだか悔しい。

　シャーロット様はまだ目をキラキラ輝かせている。

「このような形で再会するだなんて素敵だわ」

　素敵ではなく最悪です。再会なんてしたくありませんでした。

　心の中で悪態をついていると、フレデリックがますます顔をしかめた。

「レジーナは任務に戻ってくれ」

「はい」

　モヤモヤしたものを抱えながら退室する直前、フレデリックがシャーロット様に話しかける声が聞こえた。

「ところで、顔色がよろしくないのでは？」

　近衛騎士としてシャーロット様の体調面を気遣うのは当然のことではある。

　でもシリアン様に偽装している時のあの笑顔といい、いまの発言といい、フレデリックがシャーロット様に対して特別な感情を持っているようにも見える。

　わたしはフレデリックとの再会に戸惑いつつも、彼が同期の中で一番の出世頭で小隊長に抜擢されたと知った時、素直にすごいと思ったのだ。

　それなのに、もしやフレデリックの出世の裏には取り入るのがうまいとか、シャーロット様の弱った心に付け込んだんじゃないかとか、騎士の手腕以外の理由があったのではないかと思えてくる。

　フレデリックは変わってしまった――。

　それは、毎日上官と部下として仕事をともにする中でますます浮き彫りになっていった。

　勤務中の彼が笑うことはほとんどない。いつも不機嫌そうにしかめっ面をしていて、ほかの隊員たちもとっつきにくそうにしている。

　もうひとつわかったのは、隊員たちもフレデリックがシリアン様を装っていると気づいていないことだ。

　ある日の警護で隊員たちは、

「隊長は？」

「大臣から急な呼び出しを受けたとかで、警護を頼むって」

　と、目の前でシャーロット様と優雅にお茶を飲むフレデリックを眺めながらボソボソ言っていた。

　またある日の夜会では、こんなやり取りをしていた。

「隊長、今日は外回りの警護だからホール内よろしくだって」

「夜会の時、隊長外回り多くないか？」

「ご令嬢に言い寄られるのが嫌なんだろうな」

　ちがうわよ！　いまあそこでニヤニヤしながらシャーロット様とダンスしているあの人が隊長よ！

　そう叫びたくなる衝動をその都度こらえるのが大変だ。頼むからわたしの心をかき乱さないでほしい。

　ふたりのダンスは実に優雅だった。フレデリックはいつダンスを覚えたんだろうか。

　この四年間ですっかり世渡り上手で軽薄な男になってしまったんだろうか。

　見てなさい。あなたのことなんて、このわたしが蹴落としてやるわ！

　気がかりなのは、本物のシリアン様がどうしているかということだ。

「ねえ、シリアン様ってどんな人？」

　仕事の合間に尋ねると、テリーは小さく舌打ちして不機嫌そうな顔をした。

「頭脳明晰で品行方正。朗らかで誰にでも優しく物腰柔らかな上にあの恵まれた容姿。おまけに勇敢な一面まである」

　それはたしかに、舌打ちしたくなるほど非の打ちどころのない人間だ。

「さぞモテたでしょうね」

「王女様との婚約が決まるまではモテモテだったよ。ただ……」

　ここでテリーが一旦言葉を切り、少し言いにくそうに続ける。

「襲撃されてからは、あまり人を寄せ付けなくなったし口数も少ないらしい。さすがに警戒しているんだろうな」

　なるほど、しゃべったらぼろが出るから黙っているのね。

　逆に言えば、仮面をつけて黙って微笑んでさえいれば偽物だと気づかれないぐらいにそっくりなのだろう。

　でもシャーロット様と見つめ合うあの笑顔は、ただの偽物なの？　それとも……。

　わたしは近衛騎士としての任務をこなしながらも、モヤモヤしたものを胸の内に抱え続けた。

　そんな中で迎えた新人歓迎会の席で、わたしは少々お酒を飲みすぎてしまった。

　第十二小隊の隊員たちは仕事熱心でありながらとても気さくで、新人のわたしたちが委縮しないようにいつも気遣ってくれる。

　フレデリックと毎日顔を合わせないといけないストレスがたまっていたことや、慣れない仕事をよく頑張っているとほかの隊員たちから労ねぎらってもらったことで、わたしのお酒を飲むペースがはやくなったようだ。店にある麦酒が、田舎のペレスにはないような口当たりのいい上級品だったことも要因のひとつだろう。

「ちょっ、レジーナ。もうやめておいたほうがいいんじゃないか？」

　テリーが止めるのも聞かずにまたグラスを空にして、麦酒のおかわりを頼もうとした時だった。

「これ以上はダメだ」

　後ろから手が伸びてきてグラスを取り上げられる。振り返るとフレデリックが眉間にしわを寄せて怖い顔で立っていた。

「大丈夫です！」

　勢いよく立ち上がったせいでくらりときて、不覚にもフレデリックに支えられた。

「ほら、もうやめておけ。レジーナが相当酔っているから送ってくる」

「待ってください。わたしまだ酔っぱらってなんかいません！」

「酔っぱらいはみんなそう言うんだ」

　有無を言わさぬ力で腕を引かれ、強引に店の外に連れ出された。

「もっと飲みたかったのに」

「レジーナは酒癖が悪いんだな。知らなかった」

　フレデリックがペレスを離れた時わたしはまだ十七歳だったから、一緒にお酒を飲むのはこれが初めてだ。

　お酒は人並みに飲めるし、酒癖も悪くないと自分では思っている。

「真っすぐ歩けてないじゃないか。寄宿舎までおぶってやろうか？」

「冗談はやめて」

　子ども扱いしないでもらいたい。

　むくれてみせると、フレデリックが肩を揺らしておかしそうに笑った。

　その笑顔に四年前と変わらない親しみを感じて心臓がドキンと跳ねた。

「どうしていつも仏頂面をしているの？　フレディは笑顔が素敵なのに」

　わたしがそう言った途端、フレデリックは笑顔を引っ込めてフイッとそっぽを向いた。

　余計なことを言っただろうか。せっかく以前のように話せそうだと思ったのに突然の拒絶に寂しさと怒りがわいてくる。

　だから酔いに任せて言ってしまった。

「シリアン様の変装をしている時だけ愛想がよくてにこやかってどういうことよ」

　驚いたように目を見開いたフレデリックがわたしを路地裏に引き込んだ。

　建物のレンガ塀に背中を押し付けられる。

　背中に伝わるひんやりした感覚で一気に酔いがさめた。

「誰に聞いた」

　フレデリックが低い声で問うてくる。

「誰にも聞いてなんかいないわ。自分で気づいただけよ」

「この話を誰かにしたか？」

　わたしは首を横に振った。やはりフレデリックがシリアン様になりすましていることは誰にも言ってはならない重要機密らしい。

　これで安心したのか、わたしの腕を掴んでいるフレデリックが力を緩めた。

「ねえ、理由を教えて」

「新人に言っても到底理解できない事情だ」

　冷たく突き放されて、胸がズキンと痛む。

　本物のシリアン様は生きているのか――それはたしかに、こんな場所で聞くべきことではないだろう。

「ずっと続けるつもりなの？」

「俺がどんな思いで引き受けたのか知らないだろ。とにかくこの件に首を突っ込むな。誰にも言うなよ」

　フレデリックに吐き捨てるように言われて、それ以上なにも言えなくなった。

　そこからわたしたちは押し黙ったまま歩いた。

　途中一度だけ、ひとりで帰れるから送ってくれなくていいと言ったけれど、数歩先を歩くフレデリックはそれを無視して歩き続けている。

　ひとつだけわかったことがある。

　フレデリックがどんな思いでシリアン様の偽装を引き受けたのか。その答えが簡単に出た。

　おそらくフレデリックは、本当にシャーロット様が好きなのだ。もしかするとずっと前から「好きな人がいる」と公言していたのもシャーロット様のことを指していたんじゃないだろうか。だからシャーロット様と一緒にいる時だけはあんなにも甘く笑えるのだろう。

　あれこれ考えながら歩くうちに寄宿舎に到着した。

「フレディ、あなた高嶺の花を狙いすぎだわ」

　送ってもらったお礼の代わりにそれだけ言って門の中へ入る。

「……わかっている」

　そんなつぶやきが聞こえた気がして振り返ったけれど、フレデリックはこちらを見ることなく立ち去っていったのだった。






　◇◇◇






　さわやかな薫風くんぷうのそよぐいい天気だ。

　今日は訓練場で第十二小隊の隊員たちと木剣による訓練を行っている。

「お願いします！」

　わたしはフレデリックに手合わせを申し出た。互いに木剣を持って向かい合うのは四年ぶりだ。

　しばし睨み合った後、わたしが先に仕掛けた。

　一気に間合いを詰めるわたしに対し、フレデリックは木剣と木盾をかまえたまま口の端をわずかに上げる。

　故郷で一緒に稽古をしていた時も、先に打って出るのはきまってわたしだった。こらえ性がないとフレデリックによく笑われていたっけ。

　振り下ろした木剣はフレデリックの木盾に難なく受け止められた。しかしそれは想定内だ。

　息をつく間もなく繰り出すわたしの連撃を、フレデリックはやすやすといなしていく。

　わたしの動きにフレデリックが呼応して、まるで息ぴったりの剣舞を早回しで行っているようだ。

　最後は、大きく振りかぶったわたしの右脇にフレデリックの剣先が触れて終了となった。

「レジーナ、もっと脇を締めろ」

「――！　はい、ありがとうございました」

　フレデリックに注意されて我に返り、木剣を下ろす。

　山賊相手に大暴れしていたわたしの我流の剣術は、隙が多いらしい。いつもは修正しなければと意識しているものの、夢中になるとつい悪い癖が出てしまう。

　フレデリックとの久々の打ち合いが楽しくて、わたしたちの間に横たわっているいろいろなわだかまりを忘れて夢中になっていた。

　これは子どもの遊びではなくシャーロット様を確実にお守りするための鍛錬だ。

　それなのにフレデリックとの息がぴったり合って、思わず楽しんでしまった。

「上達したな」

　ポンとわたしの肩を叩いてほかの隊員との打ち合いをはじめるフレデリックを目で追う。

　先日の新人歓迎会では、酔いに任せてずいぶん恥ずかしいことや失礼なことを言ってしまった。

　秘かに思いを寄せているシャーロット様の婚約者を演じなければならない。さも仲がいいように微笑み合わなくてはならない。それは彼にとって決してご褒美ではなく、むしろ苦行だろう。その反動で普段仏頂面になるのもいまならよくわかる。

「隊長と互角に打ち合いができるだなんてすごいな」

　テリーが声をかけてくる。

　ちがう。フレデリックの力、スピード、テクニックは、どれをとっても四年前とは段違いに向上していた。互角ではなくフレデリックがわたしに合わせてくれただけだ。

「俺も隊長に手合わせをお願いしようかな」

「甘いわ、テリー。まずはわたしを倒してからよ」

　わたしの野蛮で我流の剣術とはちがい、テリーのそれは優等生で型通りだ。それが悪いとは思わないけれど、実戦経験はわたしのほうが上だ。

　敵が美しい型通りの攻撃を仕掛けてくるとは限らないし、武器だって剣とは限らない。

「わたしが山賊のお手本を見せてあげるわ！」

「なんだそれは」

　テリーとそんなやり取りをしていると、先輩隊員が近づいてきた。

　ふざけていると思われただろうかと一瞬身がまえたが逆だった。

「おもしろそうじゃないか。俺も交ぜてくれ」

　ひとり、またひとりと参加希望の声があがり、実際に山賊と交戦したことのあるわたしとフレデリックが山賊役を引き受けることとなった。

　剣先が急所に触れるか体勢が崩れて転んだ者は脱落というルールでスタートする。

　フレデリックが腰を落として猫背になる。

　このかまえ方は、よくペレス自警団を悩ませていた山賊の頭領そのものだ。

「お頭かしら、こいつらから身ぐるみはがしてやりましょう」

　わたしがなりきってそう言うと、フレデリックがニヤリと笑った。

　お互いの背中を預けての大立ち回りの結果、勝ったのはわたしたち山賊チームだった。

「隊長の変則的な低いかまえが曲者で……」

「レジーナ、張り切りすぎ！」

　隊員たちがあれこれ文句を言いながら肩で息をしている。

「おまえら山賊に負けてどうする！　次の訓練までに一対一ではない集団戦での立ち回りを各々よく考えておくように」

　フレデリックが訓練を締めくくった。

　遊びではない。おまけにペアを組んだのは憎たらしいフレデリックだ。それなのに、ついつい楽しかったと思ってしまう。

　きっとわたしは、訓練でうまくいったことでうぬぼれて浮かれていたのだろう。

　だからこの後すぐに、大変な失態を演じてしまったのだ――。






　それは夕暮れ時の警備でのことだった。

　シャーロット様の警備は二十四時間体制で行っている。

　この日わたしは、テリーとふたりで日中のシャーロット様の執務室前での警備を担当していた。王城内のざわめきが聞こえてきて、王城勤めの事務官が帰宅する時間になったのだと気づいた。

　そろそろシャーロット様の執務も終了してプライベート空間へと場所を移す時間だ。そのタイミングで警備も交代となる。

　そう思っていた時だった。

　こちらをうかがうような視線を感じて廊下の奥に目を向けると、サッと影のようなものが動いたような気がした。

　ここは王族や大臣の執務室が並ぶエリアで、立ち入りを許可されている者は限られている。

「不審な影が見えたから確認してくる」

　テリーにひと声かけて廊下を駆ける。

　角を曲がると逃げていく小柄な男の背中が見えた。逃げようとしているということは、もちろん不審者だ。

「不審者発見！」

「待て！」

　追いかけようとするわたしを引き留めるテリーの声が聞こえた。

　しかし目の前の男は足が遅い。いますぐ追いかければ簡単に捕まえられそうだ。だったら捕まえる方がいいだろう。

　わたしはさらに男を追いかけた。

　これが慢心だったと気づいたのは、男が急にスピードを上げて逃げていった時だった。

　もしかして……おびき寄せられた!?

　わたしはサーッと血の気が引くのを感じながら慌てて引き返した。

「ここがどこか知っての狼藉ろうぜきか！」

　角を曲がる直前、テリーの大声が聞こえた。

　ポケットから笛を取り出して思い切り吹き鳴らしながら腰の剣を抜く。

　敵はふたり。武装して剣を持っている。

　わたしは駆け寄った勢いのまま飛び上がり敵のひとりを斬りつけた。

　剣が敵の右肩に食い込む手ごたえを感じる。

「ぐっ……！」

　くぐもった声が聞こえた。敵は剣を落として右腕をだらりと下げている。冑かぶとで覆われているため、顔はわからない。

　さらに斬りかかろうとしたところで、敵はくるりと背中を向けて逃げていった。それを追うようにもうひとりも逃げていく。

　さすがに今度はわたしも追わず、その場に踏みとどまった。

　敵が落としていった剣を拾い上げて確認すると、騎士団で支給されている剣ではなかった。

　テリーによれば、敵は反対側から現れたらしい。

　この一件でわたしは、駆けつけたフレデリックから大目玉を食らった。

「どうしてテリーの制止を聞かずに追いかけたんだ」

　フレデリックの表情は険しく、声はこれまで聞いたことがないほど低い。

「……追いついて捕まえられると思っていました」

「深追いは禁物だといつも言ってるよな？」

「……はい」

　我々が最優先しなければならないのはシャーロット様の命だ。

　今回、ドアの外が騒がしいことに気づいたシャーロット様と秘書官は、執務室内にある隠し部屋へ避難したらしい。

　深追いしてはいけないとわかっているつもりだった。

　廊下の反対側から敵が現れるはずがないと思っていたのは、このエリアは厳重な警備体制が敷かれていると過信していたため。そしておとりの誘いにまんまと乗ってしまったのは、己の力を過信していたためだ。

　よくよく考えればシャーロット様の敵は宰相のスペンサー卿なのだから、王城内のどこへでも刺客を手引きすることが可能なはずなのに。

　とにかく弁解の余地はまったくない。

　タイミングが少しでもずれていたらテリーが大ケガを負っていたかもしれない。

　わたしの浅はかな行動は、シャーロット様の身の安全をおびやかす大失態だ。

　どうしてあんなに軽率なことをしてしまったんだろう……。

　自己嫌悪で首を縮こませるわたしに、フレデリックが厳しい声で告げる。

「よく反省しろ。三日間の謹慎処分を言い渡す」

　わたしはフレデリックと目を合わせられないまま頷いた。






　謹慎三日目の午後、テリーが寄宿舎のわたしの部屋を訪ねてきた。騎士服ではなく、ちょっとおしゃれな普段着だ。

「やあレジーナ、デートしないか」

　わたしは謹慎中だというのに、この人はなにを言っているんだろうか。

　にこやかに笑うテリーを黙ってジト目で見ていたら、プッと笑われた。

「今日はシャーロット様が休暇だから、うちの隊も休暇になったんだよ。だからレジーナも休みってことだ」

　終日家族水入らずで陛下のそばで過ごすらしい。警備は陛下の護衛を担当している第十小隊に任せて、第十二小隊には臨時休暇が言い渡されたようだ。

　近衛騎士は王族の警護を担当する栄誉ある仕事である一方、私用の休暇が取りづらいデメリットがある。

　だから休暇とあらば、遊びに行きたい気持ちはよくわかるけれど……。

「わたしを誘わなくても、ほかに喜んでデートに付き合ってくれる人がいるんじゃないの？」

　夜会の警備をすればご令嬢たちに声をかけられるテリーだ。侯爵家という家柄も、背がスラッと高く整った顔立ちの外見も、遊び慣れていそうな雰囲気も申し分ない。

　どうしてわたしを誘うんだろうか。

「レジーナはつれないなあ。落ち込んでいるんじゃないかと思ったんだよ」

　テリーがウインクする。

　こういうことをサラッと言ってのけるところがテリーらしい。

「……ありがとう」

「よし！　じゃあきまりね。着替えておいで」

　いやいや、待ってほしい。

　わたしはテリーの同僚としての気遣いに感謝してお礼を言っただけであって、デートを了承したわけではない。それに……。

「わたし、デート用の服なんて持ってない……あっ」

　服がないからお断りしようとして、ふと思い出した。

　春先にペレスの服飾店で衝動買いしたものの一度も袖を通していないワンピースをこちらに持ってきていたことを。

　テリーはわたしのこの反応を見逃さなかった。

「当てがあるようだから大丈夫だね。じゃあ外で待っているから！」

　そう言うや否や、わたしの返事を待たずにテリーは行ってしまった。

　仕方あるまい、気晴らしになりそうだしゴニョゴニョ言ってないで受けて立とう。

　クローゼットからワンピースを取り出す。ピンクベージュのふんわりしたデザインだ。

　服飾店でなにげなく手に取ってみたら、店員にお目が高いとおだてられてすすめられるがままに買った。しかし家に帰りつく頃にはすでに、自分には似合わないだろうと後悔しはじめていて、クローゼットの奥に隠すようにしまっていた。

　このまま放置したら母に見つかるかもしれない。それは恥ずかしい！　そう思って、こちらへ引っ越す時に荷物に入れたというわけだ。

　手早くそれに着替えて髪を下ろす。

　鏡で確認してもやっぱりちっとも似合っていない気がしてしばし躊躇した。しかしテリーを待たせるのも申し訳ないから、思い切ってこれで出かけることにする。

「お待たせ！」

　恥ずかしさのあまり無駄に大きな声を出すわたしを、テリーが目を丸くして見つめている。

「レジーナ……きみはとんでもないものを隠し持っていたんだな」

　一体なんのことだろうか。

「もしかしてこのワンピース、そんなに変？」

「なに言ってるんだ、控えめに言って最高だ」

　そっちこそなにを言っているんだ！

　戸惑うわたしをよそに、テリーは上機嫌でわたしの手を取り城下町へと向かった。

「謹慎中はなにをしていた？」

「反省文を書いて、素振りして、筋トレしていたわ」

「あははっ、レジーナらしいな」

　もともとテリーとは気の置けない仲間だ。歩きはじめこそスカートの裾がひらひら揺れて足元がスースーするのが心もとなかったが、他愛もない話をするうちに気にならなくなっていく。

　カフェに入る時はエスコートしてもらって少々照れてしまったけれど。

「テリーはやっぱり貴族ね」

　城下町のおしゃれなカフェに入るのも初めてでそわそわ落ち着かないわたしとは対照的に、テリーは実に優雅に紅茶を飲んでいる。

「レジーナだって、とても魅力的なレディーだけど？」

　いつもわたしの剣さばきを野蛮だと笑う人がなにを言っているのか。

「テリーにケガがなくて本当によかった」

　わたしがそう言うと、テリーが顔をしかめる。

「あいつらにこちらを傷つける意図はあまりなかったように思う」

「脅しってこと？」

　テリーが頷いた。

　先日フレデリックに、ずっと引っかかっていたペレスの山での馬車襲撃事件のことを確認してみたところ、おそらく脅しだろうと聞いた。

　わたしの予想通り、彼らが本物の山賊ではなかったことも。

　宰相派の狙いはシャーロット様と婚約者を引き離し外国へ嫁いでもらうことだから、傷が残るようなケガを負わせるはずがない。周囲の味方の者たちが傷つき疲弊していく様を見せつけて、シャーロット様の心を折ることが真の目的だろう。

　負けてなるものか。

「わたし、もう揺さぶりになんて騙されたりしないから。テリーのことだってまたわたしが守ってみせるわ」

「頼もしいね。もしかして俺いま口説かれてる？」

「ちがうわ。勘違いしないでちょうだい」

　即座に否定すると、テリーがおかしそうに肩を揺らして笑った。

　この話はただの冗談でこれで終わりと思っていたのに、カフェを出て歩きはじめたところでテリーが蒸し返してきた。

「ねえ、レジーナ。俺たち付き合ってみないか」

「えぇっ!?」

　思わず大きな声が出る。

　わたしの肩を引き寄せ覗き込むようにして金色の目を細めるテリーの真意がよくわからない。

　からかわれているだけだろうか。

「わたしたち身分差がありすぎると思うんだけど……」

　テリーは侯爵家の次男で、わたしは田舎の平民だ。逆立ちしたって釣り合いっこない。

「レジーナは恋愛イコール結婚ってタイプか。もしかして、これまで恋愛経験ない？」

「あ、あるわよ！」

　なんの見栄なのか思わずそう言ってしまった。しかし嘘ではない。

　一応フレデリックと一カ月だけお付き合いをしていたんだもの。その間ずっと離れ離れではあったけれど。

「俺たち馬が合うと思うんだよね。まずはお試しでどう？」

　まずはお試しって軽すぎやしないか。

　それとは正反対の、ペレスの丘で抱きしめてくれたフレデリックの大きな手の感触がふとよみがえってくる。

　いま強引に肩を抱いてくるテリーとはちがう、もっと優しくて武骨な手だった。それなのに……。

　王都で過ごすうちに男はみんなテリーのように軽薄になってしまうんだろうか。

　突然一抹の寂しさが心の中を駆け抜けて、わたしは顔をそらした。

　すると驚いたことにわたしの視線の先、すぐ近くの店にフレデリックの姿があるではないか。

　一瞬幻覚かと思ったけれど、どうやらテリーにも見えたらしい。

「あれ、隊長だ」

「……」

　フレデリックは穏やかな顔で口元に笑みを浮かべている。思わずその笑顔に見とれて言葉を失ってしまった。

　あれはフレデリックが心を許した人にだけ見せる表情だ。

　ガラス張りのジュエリーショップの店内にはショーケースが並んでいる。

　フレデリックはどうやらアクセサリーを選んでいるところのようだ。

「あの人、あんな顔するんだな」

　テリーのつぶやきにも驚嘆が含まれている。

　仕事中のフレデリックは相変わらず仏頂面ばかりだから、テリーが驚くのも無理はない。

「好きな人がいるっていうのは虚言じゃなかったわけか」

　その通りだと思う。

　フレデリックがジュエリーショップで宝飾品を選んでいるのは、当然、贈答目的だろう。

　そしてそのお相手は、おそらくシャーロット様だ。

　フレデリックの様子を見ていたら、どうしてか急に心がざわつきはじめた。

「テリー！　おいしいもの食べに行くわよ！」

「いいね」

　わたしはジュエリーショップに背を向け、鼻息荒くテリーの手を引いた。

　テリーからのお試しで付き合ってみないかという提案をうやむやにできたことに関しては、フレデリックに感謝しておいた。






　翌日、謹慎明けのわたしを先輩隊員たちが含みのある笑顔で出迎えてくれた。

「レジーナ、昨日見たぞ」

「テリーとそういう仲だったんだな！」

　なにか大きな誤解が生じているようだ。それなのにテリーを見れば、まんざらでもないような顔をしているではないか。

「いえ、あの……」

　否定しようとしたところで、隊員たちの囃し立てるような声がかぶせられる。

「一瞬誰だかわからないぐらいかわいい服装だったじゃないか」

「恋すると女は変わるんだなー」

　ちがいます！

　大きな声で否定しようと息を吸い込んだ時、背後から不機嫌そうな声が響いた。

「いつまで無駄話をしているんだ。ミーティングをはじめるぞ」

　振り返ると、フレデリックが怖い顔でこちらを睨んでいる。

「はい！」

　わたしたちは慌てて姿勢を正した。

　ミーティングの場で、わたしはあらためて先日の無鉄砲な行為の謝罪と反省を述べた。

　冑で顔を覆って襲いかかってきたふたりの身元はまだ判明していない。

　ひとりはわたしが右肩に斬り傷を負わせたため、廊下には血痕が残っていたという。しかし拭き取られたのか途中から消えていたらしい。

　肩の傷の手当をした人物も見当たらないし、目撃者もいない。

　証拠になりそうなものがすべて巧妙に隠されている。つまり宰相派の仕業にちがいないということだ。

　わたしたちは相手がなにかを仕掛けてきたらそれを防ぐ役割を任されているだけで、積極的に攻めていく許可は受けていない。

　そのことに忸怩じくじたる思いはあるものの、防御を固めることに専念して深追いは禁物だと何度も自分に言い聞かせた。

　次は絶対にヘマをするものか。

「ところでレジーナにひとつ仕事を任せたいんだが」

「はい、なんでしょうか」

　ミーティングの最後に名指しされて、咄嗟にフレデリックへ真っすぐ視線を向けた。

　しっかり目を合わせるのはいつ以来だろう。

　絡まりあった視線を先にそらしたのはフレデリックのほうだった。奥歯をぐっと噛みしめているのがあごのわずかな動きで見て取れる。

「笛の使い方を少しずつみんなに教えてもらいたい」

　視線を下に落としたまま書類を見ながらフレデリックが続ける。

「時間のある時に。簡単な言葉だけでいい」

　承知しました――言葉の代わりに口笛を吹いた。

　一瞬フレデリックが口元をわずかに上げて、護衛任務に向かった。

　残った隊員たちに一斉に話しかけられる。

「いまの口笛にも意味があるのか？」

「こないだレジーナが笛を吹いて俺たちを呼んだだろう？　あの時隊長が真っ先にレジーナの笛だって気づいて駆け出して行ったんだ」

　なるほど、そういうことだったのか。

　山間部に位置するペレスで暮らす住民は、大人になるまでに口笛言語をマスターする。

　山で遭難しそうになった時や救助を呼びたい時だけでなく、上級者になれば名前を指定して食事の支度ができたなどと個人的な連絡をすることだってできる。

「先ほどの口笛は『了解』という意味でした」

　もう一度その口笛を吹いてみせると「おおっ」と、どよめきがあがる。

　騎士団では団員全員に同じ形の小さな笛が支給されていて、緊急時には吹き鳴らすことになっている。

　しかしただピーッ！　と鳴らすだけでは誰がどういった用件で鳴らしたのかまではわからない。せいぜい音がした方角がわかるぐらいだろう。

　四日前の襲撃の時、わたしは闇雲にただ笛を吹いたわけではない。

　あの時は『レジーナから救援要請』という口笛言語で吹いたのだ。もちろんフレデリックの耳に届くようにと願いながら。

　ペレスではいつも口笛か指笛で吹いていた。だから、道具の笛で吹いて同じように聞こえたかフレデリックに確認したかったのだが、深追いしたことを叱責されそのまま謹慎となったため確認できずにいた。

　よかった、ちゃんと伝わっていたのね！

　それならば簡単な言葉だけでも隊員で共有できれば便利にちがいない。

　わたしは胸を躍らせながら、隊員たちに口笛言語を応用した笛でのコミュニケーションを指導した。

　この日を境に、第十二小隊の部屋からはいつも笛の音が聞こえると噂されるようになった。

　そしてこの口笛言語がさっそく役に立つ日がやってきた。

　それはシャーロット様が婚約者とともに訪れた劇場でのこと。

　婚約者とは、もちろんシリアン様を装い仮面をつけたフレデリックだ。

　夜会だけでなく観劇でもふたりが一緒にいる姿を見せることで、シリアン・ローゼスは健在であるとアピールし宰相派を牽制する目的がある。

　わたしは近衛騎士として騎士服を着用し、上演中もふたりの後ろに控えて護衛した。

　ほかの隊員たちも総出で劇場内外の警備にあたっている。しかし物々しい警備で興を削そぐことがないよう、騎士服ではなく観客を装ってまぎれている。

　テリーの姿もチラリと見えた。エスコートしている熟女はお母様だろうか。テリーがシルバーグレーのタキシードをスマートに着こなしているのはさすがだ。

　しかしフレデリックのブラックタキシードのほうが数段カッコいいと思ってしまうのは、彼がいまシリアン様になりきっているからなのか。

　誰にも言うなとフレデリックに口止めされているため、シャーロット様はわたしが気づいていることを知らない。

　わたしは周囲に神経を尖らせつつ、上演中の劇の内容も飛ばし飛ばし眺めさせてもらった。

　実を言うとわたしは観劇はおろか劇場を訪れるのも初めての経験で、少々そわそわしている。

　着飾った観客たちが目の前で繰り広げられる舞台に熱中し、笑ったり涙ぐんだりと表情を変える様子を見るのもおもしろい。

　なんという偶然か、舞台で上演されているのは騎士とお姫様のお話だった。

　どうしようもなく惹かれあう男女が、身分差という大きな壁を乗り越えて恋を成就させるラブストーリー。

　もしもこのままシャーロット様とフレデリックが結ばれることがあれば、まるっきりこの劇のようではないか。

　観劇中に時折ふたりで視線を交わして微笑み合う様子は、すっかり仲睦まじい恋人同士のようだ。

　劇のクライマックス、時計台の鐘の音が鳴り響く中で騎士がお姫様に求婚するシーンでは、シャーロット様がフレデリックの耳元でなにか内緒話までしていた。

　高嶺の花を狙いすぎだと言ってしまったけれど、これは意外と脈アリかもしれない。

　しかしそうなのだとしても、フレデリックはいつまでシリアン様のふりをしなければならないのだろうか。

　わたしは、肩を寄せ合って観劇するふたりの背中を複雑な胸中で見つめた。

　上演が終わりカーテンコールになると、シャーロット様は俳優たちに惜しみない拍手を送った。

　あとは劇場から出て帰るだけとなった時に、事件は起きた。

　劇場内の照明が一斉に暗くなったと思ったら、あっという間に暗闇に包まれたのだ。

　その直前、危険を察知したフレデリックがシャーロット様の肩を引き寄せるのが見えた。

　観客たちがざわつきはじめる。

「皆様！　単なる照明トラブルですので落ち着いてください！」

　劇場の係員だろうか、落ち着いて行動するよう促す声とともに数か所あるドアが開く音も聞こえる。

　しかしドアの向こうも照明が落ちているようで暗闇のままだ。

　荒々しい叫び声やヒステリックな悲鳴があがり、観客がパニックに陥っていく。

　本当に単なる照明トラブルなのか、それとも誰かが意図的に停電させたのかはわからない。後者ならばおそらく宰相派の陰謀が絡んでいるだろう。

「シャーロット様、大丈夫です。劇場の見取り図ならすべて頭に叩き込んでいますので」

　わたしが慌ててはいけない。停電の原因がなんであれ、シャーロット様を安全に王城まで送り届けることが先決だ。

「ありがとう」

　シャーロット様の声は少々不安そうだ。

　どうしようか。フレデリックの指示を仰ぎたいところだが、正体を知らないことになっているから接し方に困る。あくまでシリアン様として扱うほかないだろう。

「シリアン様、シャーロット様のお側を離れないでください。出口に向かいます」

「ああ、わかった」

　出口に向かおうとしたその時だった。

　観客たちのざわめきの中でもハッキリと笛の音が聞こえた。

『西に敵』

　――――！　これは口笛言語だ。

　さらにもう一回。

『交戦中』

　劇場の西側には外へ出るための玄関ホールがある。そこで何者かが待ち伏せしていたということだろうか。

　暗闇に目が慣れないわたしたちが混乱しながら外へ出ようとしている隙を狙って、シャーロット様を襲う算段だったのかもしれない。

　わたしはポケットから笛を取り出して吹き鳴らす。

『通用口は？』

　すると別の方向から笛が聞こえた。

『対応する』

　フレデリックもこのやり取りを把握しているだろう。

「シャーロット様、こちらです」

　避難経路もしっかり頭に入っているから大丈夫だ。

　わたしとフレデリックはシャーロット様を間に挟むようにして、出口に殺到している観客たちとは別の方向へ進みはじめた。

　いつでも剣を抜けるように意識しつつ、わたしたち以外の足音がしないか耳を澄ませた。

　呼吸の音さえ邪魔になりそうな気がして息をひそめる。

　それでもシャーロット様を不安にさせないよう時折声をかけた。

「大丈夫です。もう少しです」

　フレデリックも一緒だ。だから大丈夫。

　自分にも言い聞かせながら劇場からの脱出を目指す。

　周囲を警戒しながら慎重に進んでいくうちに通用口が見えた。ドアを開けて立っている人影が見えるが誰だかわからない。

　あとは真っすぐに進めばいいだけだが油断は禁物だ。念のためここでも笛を吹いた。

『名前』

　すぐに笛で返事がくる。

『テリー』

　よかった。劇場内で通用口への対応を引き受けてくれたのはテリーだったらしい。

　外へ出ると、ちょうど王室の馬車がこちらへやってくるところだった。

　西側の出口で待機していた馬車をこちらへ呼び寄せてくれたのだろう。

「テリー！　ありがとう！」

「いや、まだ喜ぶのは早いみたいだね」

　テリーの金色の目が、馬車のさらに向こう側を見ている。

　男がふたり、馬車の後方から走ってくる。王室の馬車が動き出したのを見て追いかけてきたのだろうか。

　わたしは剣を鞘から引き抜いた。

「おふたりはすぐに馬車の中へ！」

　振り返り、フレデリックと小さく頷きあう。

　テリーもジャケットの中に隠し持っていた短い刃渡りの剣を抜いた。

　ここでわたしはもう一度笛を吹いた。

『通用口　至急応援』

　そしてテリーとともに駆け出した。

　追手も剣を引き抜いて応戦するかまえだ。幸い劇場の裏手は人通りがない。遠慮なく暴れさせてもらおうではないか。

「はあぁぁぁっ！」

　わたしは気合の声とともに追手に斬りかかった。

　振り下ろされる相手の剣をかわし、脇腹めがけて剣を振りぬく。

　確かな手ごたえがあった。悲鳴をあげてよろめく相手の剣をこちらの剣先で巻き上げて飛ばす。

　チラリと振り返ると、シャーロット様とフレデリックが馬車へ乗り込むところだった。

　あとは早く出発してくれと祈る。

「レジーナ、ここはいいから馬車の護衛を！」

　テリーがもうひとりの追手と剣を交えながら叫んだ。

「早く！」

　もう一度言われてハッと気づいた。

　最優先しなければならないのはシャーロット様の命だ。

　わたしと対峙していた追手が脇腹を押さえて体を丸め戦意を喪失していることを確認すると、わたしは背中を向けて馬車に向かって駆け出した。

「あとは頼んだわよ」

　走りはじめた馬車の後部、従僕用のランブルシートに手をかけて飛び乗る。

　体勢を整えて振り返ると、ほかの隊員たちがテリーのもとへ駆けつける様子が見えた。






　シャーロット様を無事王城へ送り届けた後、少し遅れてほかの隊員たちも無事に帰還した。

　テリーを含め全員無傷だ。

　劇場に居合わせた観客たちにもケガはなかった。照明が落ちた直後に配電盤の確認に行った劇場関係者が、背後から何者かに殴られ気を失っていたようだ。その係員も軽い打撲で済んだらしい。

　大きな被害が出なかったことにホッと胸をなでおろす。

　さらにはわたしと剣を交えたあの追手ふたりを捕らえることもできた。これを足掛かりに宰相派の悪事を暴けるよう、今後取り調べを進めることになる。

「あの笛の音でやり取りをしているように思えたのだけど」

「そうです。あれはペレスに伝わる口笛言語を簡略化したものです」

　休憩を挟んで落ち着きを取り戻したシャーロット様が、アダムズ隊長に戻ったフレデリックから報告を受けている。

　フレデリックは帰りの馬車に途中で合流し、わたしとともにシャーロット様を護衛しながら王城へ帰還したことになっていて、隊員たちもそれを疑う様子はない。それにシャーロット様をずっと護衛していたのは間違いないのだから、嘘ではない。

　いつもの仏頂面に戻っているフレデリックの横顔に、劇場でシャーロット様とイチャイチャしていた甘い笑顔を重ねてみた。

　たいした演技力だ。もしやフレデリックは、舞台俳優になれるのではないだろうか。

　そんなことを考えていたら、フレデリックの口からわたしの名前が飛び出してドキンと心臓がはねた。

「レジーナが隊員たちにわかりやすく教えてくれました」

「素晴らしいわ！　これからもよろしくお願いします」

　滞りなくシャーロット様をお守りできた。しかも隊員たちに覚えてもらった口笛言語が役に立った！

　シャーロット様からも褒めてもらって、こんなに誇らしいことはない。

「はい、今後も精進します。ではわたしはこれにて失礼いたします」

　今日のわたしの任務はここまでで交代だ。心地よい充足感に浸りながら退室しようとお辞儀をする。

　顔を上げたわたしの視界に飛び込んできたのは、フレデリックのとびきり甘い笑顔だった。

「お疲れ様」

　思わず息を呑んだ。

　どうしよう。

　シャーロット様とあんなにベタベタしている姿を見せつけられているというのに、わたしはこの期に及んでまだフレデリックに特別な感情を持っているんだろうか。

　寄宿舎に帰ってからも、わたしに向けられた甘い笑顔と短い労いの言葉を繰り返し思い出しては、顔がかあっと熱くなる。

「もうっ！　なんなのよ！」

　その日、わたしは眠れぬ夜を過ごしたのだった。

















第三章　王女様を守り抜きます！












　黄金色に輝く小麦の穂が風に揺れている。照りつける西日で汗ばむ季節がやってきた。

　わたしはいまシャーロット様の護衛で、ランブルシートではなく馬車の中に乗っている。

　小麦畑の香りを嗅ぎながら馬車に揺られるのも快適だと思っていたのだが、暑いだろうから中へと言われてしまったのだ。

　観劇での事件以来、シャーロット様は外出を控えていた。しかし今日は、かねてから招待されていた豊穣祭ほうじょうさいへの行啓ぎょうけいで久々の遠出となった。

　その豊穣祭の式典を滞りなく終えて、いまは王城への帰路の途中だ。いまのところ不穏な気配はない。

　それにしても、なんて乗り心地がいいのかしら！　さすがは王族用の馬車だわ。

　こんなに立派な馬車に乗るのは初めてだ。

　豪華な刺繍のあしらわれたほどよい硬さのシートが振動を吸収してくれるため腰への負担が少なく、何時間でも座っていられる気がする。

　馬車に揺られながら小麦畑の広がる田園風景を見ているうちにペレスを思い出した。

「ふふっ、レジーナがうれしそうでよかったわ。最近浮かない顔をしていることが多かったから」

　シャーロット様の銀糸のような長い髪がさらりと揺れる。

　しまった。勤務中だというのに故郷に思いを馳せているのが顔に出ていただろうか。

　かわいらしい人形のような外見とは裏腹に、シャーロット様は実に芯の強い女性だ。

　宰相派からの脅しが日に日に激化してきても動じる様子はない。

　今日の豊穣祭への行啓もとりやめようかという意見が出たが、シャーロット様がそれをよしとしなかった。

　その代わり護衛の人数を増やした。今回同行している近衛騎士はわたしを含めて六名。馬車の中のわたしのほか、外に五人の騎士が馬に乗って帯同している。

　なかなか尻尾を掴ませない宰相派だったが、劇場の一件ではふたりの身柄を確保した。

　といっても実行犯というものは事情をすべて把握していない、下手すると黒幕すら把握していない下っ端なことが多い。このふたりもそのパターンだった。

　ただ、わかったこともある。

　ふたりの供述によれば、どうやらあの日狙われていたのはシャーロット様ではなくシリアン様だったようだ。

　彼らは、シャーロット様を傷つけてはならないがシリアン様は殺してもかまわないと指示されていたらしい。

　フレデリックがシリアン様に扮している限り、襲われてもそう簡単に殺されることはないだろう。

　それはいいとして、問題は本物のシリアン様の安否がわからないことだ。

　シリアン様が偽物だとバレたらシャーロット様の立場が危うくなる。だからわたしもこの秘密を誰にも言ってはならないし、知らないふりを続けなくてはならない。

　おまけにシャーロット様の心中を思うと、本物のシリアン様はお亡くなりになっているんですよね？　などと聞けるはずもない。

　しかもシャーロット様の懸念はこれだけではない。

　このまま国王陛下の病気が回復しなければどうなるのか。

　侍医じいはすでにお手上げのようだとか、一説によれば病気ではなく毒を盛られたせいだとか、真偽不詳の噂があれこれ漏れ聞こえてくるたびにわたしも心配になる。

　そんな心労の絶えないはずのシャーロット様がわたしを気遣ってくれるのが、なんとも申し訳なくて体を縮こませた。

　最近わたしが浮かない顔をしているのは、フレデリックが気になって仕方ないからだ。

　情けない。シャーロット様は王家の権威を守ろうと自ら矢面に立っているというのに、わたしは勤務中に顔に出るほど元恋人のことを意識しているとは。

「申し訳ありません。私情を挟まないよう気を引き締めます」

「責めてなんていないから気にしないで。むしろ、澄まし顔とか怖い顔しかしていない隊員たちより好感が持てるわ」

「恐縮です」

　わたしは正面に腰かけるシャーロット様に向かい、口角をしっかり上げて笑顔を作った。

　緊張感はもちろん大切だが、その中でもホッとできる癒しは必要だ。わたしの作り笑顔にその効果があるかは不明だけれど。

「ねえ、レジーナはどんな男性が好き？」

　思わずブッと吹き出しそうになる。

　いきなりの恋バナ!?

「ええっと……」

　どう答えようかと焦ってしどろもどろになるわたしを見て、シャーロット様がクスクス笑う。

「アダムズ隊長とは幼馴染なんでしょう？　異性の幼馴染を恋愛対象として見ることもあるのかしら」

　フレデリックの名前が出てきてドキリとした。

　これはもしや、探りを入れられているのだろうか!?

　しっかり恋愛対象として見ていたし、なんなら互いに好きだと告白しあって一カ月だけ恋人同士でした！　と言えるはずもない。

「物心ついた時にはいつも一緒でしたから、彼は兄のような存在でした」

　自分の恋心に気づくまではたしかにそうだった。

「まあ、素敵！　アダムズ隊長はどんな子どもだったの？」

　シャーロット様は身を乗り出して興味津々の様子だ。

「幼い頃から体が大きくてリーダーシップのある頼もしい存在でした」

　フレデリックとの思い出なら容易に手繰り寄せることができる。

　子どもたち三人で連れ立って山へ遊びに行き迷子になってしまった時、わたしとアルスは迫りくる暗闇に震え、もうおうちに帰れないと泣きべそをかいていた。

　けれどフレデリックだけはちがっていた。わたしの肩に自分の上着をかけ、懸命に指笛を鳴らそうとしていたのだ。

　ピーッと高らかに鳴らせるようになるまでどれぐらい時間がかかったのかはわからない。わたしにはとても長く感じられたけれど、案外短かったのかもしれない。

　フレデリックの指笛を頼りに、父と自警団の団員たちがわたしたちを探し当ててくれた。

　もちろん父に大目玉を食らったのは言うまでもない。

　わたしとアルスはホッとして気が緩んだこともあり泣きじゃくっていた。ここでもフレデリックは涙など見せずに、自分のせいだと大人たちに頭を下げた。

　でも本当はちがう。迷子になったのは、わたしが遊びに夢中になってどんどん山奥へ入ってしまったからだ。

　この思い出話を語ると、シャーロット様はネイビーブルーの目を輝かせた。

「アダムズ隊長は子どもの頃から強靭な精神力の持ち主なのね」

「そうでもないんです」

　わたしはかぶりを振る。

「必死に指笛を鳴らそうとしている間、彼の足も震えていたんです」

　フレデリックだって本当は怖かったにちがいない。それでもわたしたちを守ろうとしてくれたのだ。

　シャーロット様は、この話を興奮気味に何度も頷いて聞いてくれた。

　恋バナとはズレていたかもしれないが、楽しんでもらえたならうれしい。

　フレデリックはいつだってわたしのあこがれだった。しかしそれは昔の話だ。いまの彼のことは、なにひとつわからない。

　語りながらふとそう考えて心がざわつくたびに、それが顔に出ないよう努めた。

「素敵なお話が聞けたお返しをするわね。わたくしは一途に思ってくださる男性が好きなの。いまのお話のようにカッコよく助けてもらったら、さらに好きになってしまうでしょうね」

　シャーロット様が、はにかんだように笑う。

「シリアン様がそうなのですね？」

「シリアンはね、もともとわたくしの近衛騎士だったのよ」

　テリーから聞いたことがある。

　シリアン様とシャーロット様はそうやって知り合い、互いに惹かれ合って、婚約と同時にシリアン様が騎士団を退団したと。

「ずっとわたくしを守り続けると約束してくれたわ」

　シャーロット様が遠い目をして微笑む。

　この笑顔の裏には、どんな葛藤が隠されているのだろうか。わたしは複雑な気持ちでシャーロット様を見つめた。

　馬車の中で恋バナに花を咲かせているうちに王城へ到着した。

　幸いにして今回は襲撃されることなく無事に帰ってきたことに、わたしはホッと胸をなでおろした。

　シャーロット様とともに馬車を降り王城の廊下を歩いていると、前方にスペンサー卿が現れた。

　宰相としての仕事をしているスペンサー卿の姿を遠目に見たことならあるけれど、わたしが彼と間近で会うのはこれが初めてだ。

　几帳面に撫でつけられた栗色の髪と、尖ったあごと鼻。鋭い印象を与える顔立ちはまるで猛禽類のようだ。

「これはこれは、シャーロット様。お早いお帰りですな」

　スペンサー卿の態度は慇懃無礼を絵に描いたようだ。口元は薄ら笑いを浮かべているが、銀縁メガネの奥で光るエメラルドの目は冷え切っている。

「ネズミに邪魔されないよう早めに帰ってきましたの」

　シャーロット様も口角は上げているものの目は笑っていない。

　ふたりの間にピリピリとした空気が漂っている。

　実を言うと今日の豊穣祭からの帰り道は、当初の予定とはまったくちがうルートをたどっただけでなく、時間も早めて現地を出発した。

　その理由はもちろん、敵を欺あざむくため。

　もしも事前に予定していたルートで待ち伏せしていたのだとしたら、してやったりだ。わたしは内心ほくそ笑んだ。

　しかしスペンサー卿の表情に動揺や悔しさは見受けられない。

「それはそうと、ドレット王国の王弟殿下からシャーロット様をたいそうお気に召したとの書簡が届きました」

　ドレット王国の王弟殿下はかなり年を召しているはずだし、妻帯者ではなかったか。そこへ嫁げとでも言いたいんだろうか。

「陛下とわたくしの外交活動の賜物ですわね。隣国同士これからも仲良く手を携えていきましょうと返事を送ってくださる？」

　意に介す様子もなくシャーロット様が答える。

　しかしスペンサー卿もそれでは引き下がらない。

「ドレット王国は温暖で住みよい土地だとか。永住を検討されてはいかがでしょう」

　無礼な発言を諫いさめるだけの地位を持ち合わせていないわたしは、ただこぶしを握りしめることしかできない。

　そんなわたしとは対照的に、シャーロット様が相変わらずの澄まし顔なのはさすがだ。

「シリアンとの新婚旅行の候補地として検討します。ところでそんなにおすすめなら、スペンサー卿がご家族で移住されてはいかがかしら」

　無自覚を装ったシャーロット様が頬に手を当て小首を傾げる。

　これにはスペンサー卿の眉毛が一瞬ピクリと動いた。

　笑い声を立てぬよう咄嗟に奥歯を噛みしめた自分を褒めたい。

「ではこれで」

　シャーロット様が再び廊下を進みはじめる。

　わたしは心の中でシャーロット様に拍手喝采を送りながら後を追った。

　以前テリーに聞いた通り、スペンサー卿の影響力は騎士団内にまで及んでいる。

　わたしが謹慎処分を受けたあの襲撃事件の時、気色ばんでいたのは第一騎士団の中でも第八から第十二小隊の隊員たち、つまり近衛騎士たちだけだった。

　近衛騎士は自分の命に代えてでも王族を守り切る使命がある。王城内でもしものことなど、決してあってはならないのだ。

　それに引き換え、同じ第一騎士団でもほかの小隊の隊員たちの反応は鈍かった。

　どういうことなのかと同期に問いただしたこともある。

　すると彼らは歯切れ悪くこう答えた。

「俺たちが忠誠を誓ったのはグラシア王国に対してであって、王族に対してではないから……」

　どうやらそう言い含められているらしい。なんという屁理屈だろうか。

　上官から命令されれば従うしかない下っ端であることはわかる。それに、平民のわたしでは到底わからない貴族のしがらみがあるのだろうと推し量ることもできる。

　こちらの味方についておけば自分が実権を完全掌握した暁には目をかけてやる、しかし王女派に与した場合は反逆者とみなす――スペンサー卿がそんな脅しをチラつかせていてもおかしくはない。

　騎士団長をはじめとする幹部は中立の立場で静観をきめこんでいるようだ。

　シャーロット様はもう間もなく宰相派に屈することになるだろうと目算されているのだとしたら、悔しくて仕方がない。

　こんな対立が長引くのは騎士団にとっても王国にとってもいいことではない。かといって、負ける気はない。

　見てなさい！　シャーロット様はきっと大逆転してみせるわっ！

　わたしはますます闘志を燃え上がらせた。






　外での訓練を午前中の早い時間に行わなければ茹だってしまうかもしれない。そう思わせるような強い日差しがさんさんと降り注ぐ季節が到来した。

　いまごろ故郷のペレスではセミが大合唱していることだろう。

　開始時刻よりも少し早く訓練場に着くと、わたしを待ちかまえていたかのようにテリーがこちらへやってきた。

「そろそろ返事をもらえないかな」

　頼まれている用事でもあっただろうか。あるいはどこかに誘われていただろうか……。

　なんのことを言われているのか見当がつかないわたしは首をひねる。

　するとテリーは、そんなわたしを見て眉尻を下げ困ったように笑った。

「そういう鈍感なレジーナもかわいいけどさ、思い出してほしいな。俺たち付き合わないかって言っただろう？」

「えっ！　あれは……」

　本気だったの!?

　ふたりで城下町へ遊びに行ったのは二カ月前のこと。

　あの時たしかにテリーからそう言われたのは覚えている。翌日ほかの隊員からからかわれたことも。

　でもそれっきりになっていたから、あれは冗談だと思い込んでいたのだ。

「レジーナがゆっくり考えたいなら待とうと思っていたんだけど、もうずいぶん待ったよ？」

　返事をくれとは言われなかった――そう言い訳することならできる。

　しかし、まさかテリーが気遣って待ってくれているとはつゆ知らず、あの場だけの冗談だったときめつけていた。もしかするとわたしは、とんでもなく不誠実なことをしたのかもしれない。

　フレデリックのことを不誠実だとか都会に染まって変わってしまったとか思っていたけど、人のことを言えないわ！

　四年前にフレデリックが別れを告げる手紙をきちんと送ってくれたのは、実はとても誠意のある行動だったのではないか。そんな気さえしてきた。

「あのね、テリー」

　いまは恋愛している余裕がないからごめんなさいとお断りしようとした時、背後からこちらへ近づいてくる足音が聞こえて振り返った。

「訓練をはじめるぞ」

　フレデリックだ。

「まだ開始時間まで余裕がありますよ」

　テリーが抗議するも、フレデリックは眉根を寄せた険しい顔を緩めない。

「ここでなにをしているんだ」

　その問いにテリーは悪びれもせずに答えた。

「レジーナを口説いているところです。邪魔しないでもらえませんか」

　なぜかテリーとフレデリックが互いに険しい顔で睨み合っている。

　険悪なムードに耐え切れず、わたしは慌ててふたりの間に入った。

「あの、ちがうんです。テリーごめんね。わたし……」

「レジーナ」

　わたしのお断りの返事を遮るようにテリーが言葉をかぶせてくる。

「よく考えるんだ。俺はなかなかの優良物件だと思うよ？」

　優良とか不良とか、そういう問題ではない。

　そんな打算的なことをあれこれ考えている余裕がないんだってば！

　それに、こんな話をフレデリックの前で堂々としないでほしい。

「職場恋愛は禁止ではないが、状況を考えてくれないか。浮ついた気持ちでシャーロット様の護衛は務まらないぞ」

　その通りだと思う。でもそれは、こっちのセリフだわ！

　シャーロット様に対して浮ついた気持ちを持っているくせにっ！

「少々早いが訓練をはじめる」

　フレデリックがわたしたちを見据えたまま有無を言わさぬ口調で告げた。

　今日の訓練はフレデリックが本気を出しているように見える。

「隊長、今日はすげえな」

「気合が入りまくってないか？」

　隊員たちもひそひそ声で話している。

　いまテリーと打ち合いをしているフレデリックの気迫は、見ているだけで身震いしてしまいそうになるほど凄まじい。

　完全に防戦一方のテリーが斜め後ろに飛ぶ。

　しかしその着地点を予想していたのか、フレデリックがテリーの喉に木剣の先を突き付けた。

「どうしたテリー。たいしたことないな」

　テリーが悔しさをにじませた目でフレデリックを見上げている。

　たまにはこういう厳しい訓練があってもいいと思う。でも今日のフレデリックは冷静さを欠いているように見える。

　訓練前の憮然とした表情といい、虫の居所でも悪いんだろうか。

　こんなに一方的に相手を打ち負かす状況は、打ち合い訓練とは言わないと思う。かといって、ここでわたしが割って入るのも出過ぎた真似になるだろう。

　わたしはどうすることもできずにハラハラしながらふたりを見ることしかできない。

　ここで訓練場の柵の向こうからフレデリックに声がかかった。

「アダムズ隊長！　シャーロット様がお呼びです！」

　フレデリックが木剣を下ろし、テリーの横を無言で通り過ぎる。

　こちらへ近づいてくるフレデリックは、激しい打ち合いの直後だというのにまったく息が上がっていない。

「片づけを頼んだ」

「はい」

　わたしは返事をしながらフレデリックに差し出された木剣を受け取った。

　フレデリックがどこか寂しげな表情をしているように見えるのは気のせいだろうか。

　訓練場を出て小走りでシャーロット様のもとへ急ぐフレデリックの背中を見送った。

　頭でダメだとわかっていても、どうしてもフレデリックのことを目で追ってしまう。

　それがなにを意味するのか、本当はもうとっくに痛いほどわかっている。わたしがいくら思いを募らせたところで、フレデリックがこちらを振り返ることはないだろうということも。

　相思相愛で互いの想いが通じあうのは奇跡のようなものだ。

　四年前、わたしは一度その奇跡を起こしたのに、どうしてもっと大事にできなかったんだろう。

　短絡的に『あなたなんて大っ嫌い！　もう二度と顔も見たくないわ』と返事を書いてフレデリックとの縁を断ち切った。あの時の行動をいまさら後悔しても遅いのに。

　不意にテリーにポンと背中を叩かれた。

「忘れるには俺と付き合うのがちょうどいいと思うけど？」

　――――!?

　テリーはどこまで気づいているのだろうか。

「そんなにわかりやすい？」

「俺はレジーナのことばかり見ているからね」

　飄々と言うテリーもフレデリックの後ろ姿を目で追っている。

「返事はもうしばらく待つことにするよ。たしかにいまはタイミングが悪いから」

　テリーの言う通り、シャーロット様はいまちょうど大きな局面を迎えようとしている。

　今日の午後の議会にシリアン様が参加することになっている。なんらかの嫌疑に関して、その証人として召喚されたのだ。

　議会の召喚命令はよほどのことがない限り拒否できないらしい。

　フレデリックがシリアン様になりすまして健在であるとアピールし続けたことが仇あだとなったのかもしれない。

　召喚命令に対しシリアン様側は、日程調整に時間がかかると理由をつけて先延ばしにしてきたようだ。

　しかし今日が議会の最終日のため、いよいよ言い逃れができなくなった。

　それでも断固拒否すれば、それはそれでシャーロット様の立場が悪くなる。仕方なく応じるほかないのだろう。

　応じる代わりにこちらは、以前シリアン様が襲われたことを理由に近衛騎士をつけることを要請し許可を得た。わたしを含め第十二小隊の隊員数名が一緒に参加する予定になっている。

　その議会まであと数刻。おそらくシャーロット様とフレデリックのふたりで入念な打ち合わせをするのだろう。

　嫌な予感がして心に影がさす。

　わたしはそれを振り払うように、午前中の訓練に打ち込んだのだった。






　王城内にある議場。

　本来国王陛下が座るはずの席には代理のシャーロット様が腰かけている。

　わたしとテリーがそのすぐ後ろに立った状態で控えているほか、入り口にも隊員が立っている。

　ぐるりと見渡せば、宰相のスペンサー卿をはじめ各大臣たちも勢ぞろいだ。

「シリアン・ローゼスをここへ」

　シャーロット様に名を呼ばれてシリアン様に偽装したフレデリックが入ってきた。今日ももちろん仮面をつけている。

　用意されたイスにフレデリックが座るのを待ってから、小太りの外務大臣が口を開いた。

「シリアン様、あなたが偽物なのではないかという疑惑が持ち上がっています。もしも別人ならば、シャーロット王女殿下の婚約者であると偽り、我々を騙すことは重大な裏切り行為です。あなたがシリアン・ローゼスであることを、この場で証明していただきたい」

　一部の参加者からそうだそうだと声があがり、外務大臣とスペンサー卿は勝ち誇ったような顔をした。

　シリアン様が偽物だとバレたら婚約破棄させ、シャーロット様をドレット王国の王弟殿下に嫁がせる算段だろうか。

「なぜそのような疑惑を持つのです？」

　シャーロット様が表情を変えずに問う。

「ここ最近のシリアン様の行動に不可解な点が多いためです。人前でほとんど声を発さない。入退場記録がないにもかかわらず王城内で姿が目撃されている。ご友人との付き合いも絶ち、一部で死亡説が流れていることが疑惑の発端です」

　外務大臣がよどみなく語っていることはすべて事実だ。フレデリックとシャーロット様はどうやってこの窮地を切り抜けるつもりなんだろうか。

　表情には出さぬよう努めながらも、わたしはせわしなく視線を動かした。

　ここで金髪の初老男性が挙手した。

「その者は、私の息子シリアンに相違ございません」

　財務大臣でありシリアン様の実父であるローゼス公爵だ。

　しかしこれだけで引き下がるスペンサー卿ではない。

「それでは証拠として弱いですな。もっと確実な証拠がありましょうに」

「……確実な証拠とは？」

　フレデリックがくぐもった声で返す。その声がシリアン様と似ているのか否か、わたしにはわからない。

「簡単なことです」

　スペンサー卿がニヤアッといやらしく笑った。

「その仮面を取って我々にお顔を見せてくださればよいだけのことです」

　わたしは再度議場に視線を走らせた。

　薄ら笑いを浮かべている人たちは宰相派だろうか。逆にそわそわしているように見えるのは王女派だろう。

　スペンサー卿の思惑通りに事が運べば、ローゼス公爵をはじめとする王女派の大臣は一掃されるにちがいない。

　シャーロット様とフレデリックがチラリと視線を交わしている。

　仮面を取ればさすがにシリアン様ではないことがバレる。いや、スペンサー卿はすでに別人であると確信しているのだろう。

「まだ傷が癒えておりませんので……」

　フレデリックがどうにか言い逃れようとする。

　しかしスペンサー卿がそれを許すはずもない。彼は笑いを含んだ声で告げた。

「かまいません。どうぞお見せください」

　鋭い視線で見据えられてもフレデリックは動こうとしない。

　しばらく続いた沈黙に痺れを切らしたスペンサー卿が、やれやれとでも言いたげに片眉をクイッと上げて小さくため息を漏らした。

「仕方ありません。手伝って差し上げないといけないようですな」

　無理にフレデリックの仮面をはがす気だろうか。

　スペンサー卿がパンパンと手を叩くと議場のドアが開き、武装した私兵と思われる集団が入ってきた。

　わたしをはじめ第十二小隊の隊員たちは、咄嗟にシャーロット様とフレデリックを庇うように立ちふさがり剣に手をかける。

　シャーロット様が立ち上がった。

「議場にこのような暴力を持ち込むことは、議会への冒涜です」

　しかしスペンサー卿は薄ら笑いを浮かべたままだ。

「おや、そちらこそ近衛騎士を引き連れているではありませんか」

　乱暴な私兵どもと一緒にしないでもらいたい。

　わたしはギリリと唇を噛んだ。

「何事もすぐに武力で解決すればいいと主張するあなたのその姿勢を、陛下は憂慮されていました」

　シャーロット様の声には怒気が含まれているが、スペンサー卿の涼しい顔は崩れない。

「平和ボケしたあなたのたわごとは、後でゆっくりうかがいましょう」

　これはさすがに強引すぎやしないかと、宰相派と思われる大臣たちでさえ顔を引きつらせている。このやり方はあまりにも暴力的で、誰もこんな成り行きを望んでいない証拠だ。

　ただひとり、スペンサー卿を除いて。

　一触即発の状況で、先に動いたのは私兵たちだった。

「取り押さえろ」

　スペンサー卿の命令に従い私兵たちが一斉に剣を抜く。

　大臣たちが慌てて安全な後方へと移動する。

　避難してくれたほうが遠慮なく暴れられるからありがたい。わたしは剣を引き抜いた。

　フレデリックが素早く立ち上がり、斬りかかってきた私兵の攻撃をひらりとかわす。

　仮面を取るどころか傷つける気まんまんではないか。

　この人はシリアン様ではなく第十二小隊の隊長だ。ちょっとやそっとのことでは倒せないだろう。

　わたしはシャーロット様が巻き込まれぬよう前に立ちふさがった。

「シャーロット様をこちらへ！」

　背後からテリーの声がする。

　議場の奥には控室がある。おそらく中が安全なことを確認してくれたのだろう。

　そのドアを開けて待っているテリーのもとへシャーロット様を誘導する。

　ここで私兵を相手にしているフレデリックと隊員たちを振り返って大事なことに気づいた。

　フレデリックが武器を手にしていない。

　近衛騎士は帯剣を許可されているが、シリアン様に扮しているフレデリックは議場に入る前に危険物を携帯していないか身体検査を受けて丸腰なのだろう。

　幸いにしていま狙われているのはフレデリックのみで、シャーロット様は標的にされていない。

　わたしはシャーロット様をテリーに頼み、フレデリックに駆け寄った。

「剣を！」

　自分の剣をフレデリックに手渡し、太ももに巻いたホルダーからナイフを抜く。非常用のナイフであるためあまり扱いに慣れていないが、なにも持たないよりはましだろう。

　議場の入り口からは私兵たちが続々とやってくる。あまりにも多勢に無勢だ。

　スペンサー卿は、この議会で武力行使してでも決着をつけるつもりだったのだろう。それはいいとして、こんな人数の武装集団を引き入れた王城警備はなにをやっているのか。

　わたしはふつふつとわきあがる怒りに任せてナイフを振り回し応戦した。

　フレデリックもほかの隊員たちも、どうにか耐え凌いでいるが徐々に後退していく。背後にはちょうどシャーロット様が避難している控室がある。

　いっそ中へ入ってドアを塞ぎ、籠城したほうがいいだろうか。いや、そんなことをしてもどうせ突破されるだけだろう。

　不慣れなナイフを扱いながらそんなことを考えたのがいけなかったのかもしれない。

　わたしの右脇に敵の剣先が触れてジャケットが裂け、鋭い痛みが走った。

　場所が悪かった。騎士服の下に胸当てを身に着けていたが、それでは防ぎきれない場所だ。

　ああ、だからいつも訓練中に脇を締めろと言われていたのに悪い癖が出てしまった。

「……っ！」

　傷は浅そうだが心臓の鼓動と呼応してジンジン焼けつくように痛み、握力が落ちていく。

　わたしはナイフを落とした。

　敵の追撃を身をよじりながらどうにかかわすのが精一杯になる。

　わたしの窮地に気づいたのか、フレデリックは気合のかけ声とともに剣を大きく横に振って取り囲む私兵たちをわずかに遠ざけた。

　その隙にわたしを抱え、ほかの隊員とともに控室の中に入った。

　隊員たちが慌てて家具を動かしドアの前を塞いでいる。いまのわたしはそれすら手伝えない。

「申し訳ありません……！」

　わたしのせいだ。わたしがケガをしたせいで……。

「いや、よくやってくれた」

　フレデリックがわたしを下ろし、ジャケットを脱がせてくれた。

　胸当ての下に着ているシャツの右脇部分に赤黒いシミが広がっている。

「レジーナ、ケガをしたの？」

　部屋の奥にいたシャーロット様が心配そうにこちらへ近寄ろうとする。

「ご心配には及びません。かすり傷です」

　部屋の外からは、ドアを破ろうとするドン！　ドン！　という音と振動が響き続けている。

　シャーロット様にはそのまま一番奥で待機していてもらいたい。

　代わりにテリーが駆け寄ってきた。

「シリアン様はシャーロット様をお願いします」

　そう告げると、テリーはわたしの胸当てに手をかけた。

「早く止血したほうがいい。見せて」

　待ってほしい。

　胸当てを外しシャツも脱ぐとなると、残る衣類は生地の薄いシュミーズだけだ。傷の場所が場所なだけに胸が見えてしまう。

　緊急事態なのだから恥じらっている場合ではないと頭ではわかっている。騎士団は男性ばかりの職場だから、こういう事態になった時に裸だって見せる覚悟もしてきたつもりだった。

　わかっている。わかっているのに、それでも――。

「フレディじゃないと嫌……」

　ひどく情けない自分勝手な願望が、か細い声となって漏れた。

　シャーロット様のもとへ行こうとしていたフレデリックがこちらを振り返った。仮面をつけていても目を見開いているのがわかる。

　無言のまま大股で戻ってきたフレデリックが、わたしたちの目の前で仮面を取った。

　その顔を見たテリーが息を呑む。

「え……!?」

「話はあとだ。シャーロット様を頼む」

　そう言うや否や、フレデリックはわたしを抱えて部屋の隅へ移動した。

　わたしを床に座らせ大きな背中でほかの隊員たちから視界を遮ったフレデリックが、首に巻いていたクラバットを外し細く裂いていく。

「だ、大丈夫だからっ！」

　とんでもなくわがままで場違いで恥ずかしいことを言ってしまったわたしは、少々パニックに陥っていた。

「落ち着けレジーナ、すぐに済むから。深呼吸しろ」

　フレデリックの大きな手がわたしの頬に触れる。こちらに向けられたフレデリックの優しい表情を見て肩の力が抜けた。
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　わたしがふうっと息を吐くのを確認したフレデリックが、再びクラバットを裂きはじめる。

　相変わらずドアを破ろうとする轟音と怒声が響いている。もたもたしている場合ではない。

　わたしは自ら胸当てを外しシャツを脱いだ。

「よかった、あまり深い傷ではないな。とりあえずこれで応急処置だ」

　傷を確認したフレデリックはわたしの傷にハンカチを当て、細く裂いたクラバットを包帯のかわりにして巻いてくれた。

　わたしがシャツを羽織りなおしボタンをとめたところで、隊員が悲痛な声をあげた。

「もう持ちこたえられませんっ！」

　ドアの前に置いていたテーブルが倒れる。ドアが丁番ちょうつがいから外れてその上に倒れ、スペンサー卿と私兵たちの姿が見えた。

「観念していただきましょう」

　私兵を従え、勝利を確信したような悠然とした足取りでスペンサー卿が入ってくる。

　その猛禽類のような視線がフレデリックを捕らえる。すると今度は、こらえきれない様子で笑いはじめた。

「これはこれは、アダムズ隊長ではありませんか。どうしてシリアン様と同じ服装なのですかな？」

　フレデリックは仮面をつけなおしてはいなかったのだ。

　振り返ったほかの隊員たちも、フレデリックを見て驚いている。

　ついに偽装がバレてしまった。

　しかしシャーロット様は澄まし顔を崩さない。

「ずいぶんと乱暴なことをなさるのね」

　やれやれと首を横に振っているのはただの強がりなのか、秘策でもあるのか……。

　ここで突然、控室の外の議場が騒がしくなった。

　複数の甲冑の足音、そして剣がぶつかり合う音と怒号。援軍が来てくれたんだろうか。

　すぐにその音が止んだと思ったら、ひとりの人物が現れた。

「すまない。待たせたね」

　この人はもしかして――！

　スペンサー卿が信じられない物でも見るかのような顔で言葉を失っている。

「シリアン、遅いわよ」

　シャーロット様が目を輝かせながらうれしそうに笑った。

　本物だ。本物のシリアン様は額に傷があった。

　生きていたのね!?

「スペンサー卿、あなたに陛下の暗殺未遂の嫌疑がかかっています。証拠も押収済みです」

「そんな馬鹿な……」

「それにこの状況は、シャーロット王女殿下の殺人未遂ということでよろしいですか。ここに居合わせるすべての者が証人であり、これから取り調べを行います」

　シリアン様に淡々と告げられても、スペンサー卿はまだ抵抗しようとする。

「貴様になんの権利があってそんなことをするのだ！」

　するとシリアン様は、ジャケットの胸につけられた黒いバッジを見せつけるように指でつまんだ。

「私は第四騎士団に所属している騎士です。ですから、狼藉を働いたあなたがたを捕らえる正当な権利があるのですよ」

　黒バッジの第四騎士団といえば、諜報部隊のことだ。

　シリアン様が騎士を辞めたという話や死亡説はすべて、諜報活動を行うための嘘だったってこと!?

　向こうで外務大臣と私兵が騎士たちに捕らえられているのが見える。

　振り返ってその光景を見たスペンサー卿が全身を戦慄わななかせた。

「私たちを騙したのかっ！」

　先ほどまでとは打って変わり、怒りで顔を真っ赤にしている。

「それはお互い様でしょう？」

　シャーロット様が澄ました顔で冷ややかに告げる。

「この者たちを捕らえなさい」

　騎士が一斉に動き出し、抵抗する気をなくしたスペンサー卿と残りの私兵を捕縛した。

　シャーロット様を常に守らなければいけない立場であるにもかかわらず、わたしはこの一連の光景をポカンとしながら眺めていた。たぶん口が半開きになっていたと思う。

　シリアン様が生きていた。これはとても喜ばしい事実だ。

　それ以外のことが正直よくわからない。ただ、おそらくこれで終わったのだ。

　しかもシャーロット様の逆転勝利！

　そう思ったら途端に足の力が抜けてしまった。

　よろめくわたしを支えてくれたのは、満足げな笑みをたたえるフレデリックだった。

















第四章　もう一度振り向かせたい！　フレデリックＳｉｄｅ












　――時はさかのぼって騎士団入団式の一カ月前。

　故郷ペレスからアルスがやってきた。新婚旅行というだけあって顔がだらしなく緩んでいる。

「フレデリック、元気そうだなあ！」

「結婚おめでとう。レジーナは元気か？」

「おいおい、いきなりレジーナの話かよ」

　アルスが苦笑する。

「レジーナなら相変わらず元気いっぱいだ。恋愛にはこれっぽっちも興味がないみたいだけどな」

　それを聞いてホッとする。

　レジーナが威勢よく剣を振り回している姿を想像して、頬が緩んだ。

　レジーナから『あなたなんて大っ嫌い！　もう二度と顔も見たくないわ』と書かれた手紙を受け取ったのは四年前。騎士団で働きはじめて一カ月が過ぎた頃のことだった。

　最初は訳がわからず混乱した。

　そもそもペレスを旅立ってから一度も会ってすらいないのだから、嫌われるようなことをした覚えもない。

　いますぐに会いに行くためには往復で一週間の休暇が必要だが、新人騎士にとってそれは無理な話だ。

　思い悩んだ末に、恋愛経験豊富そうな先輩騎士にそれとなく相談してみた。自分のことではなく友人の話ということにして。

「ダメだよ、かまってあげなきゃ」

「え？」

　先輩がしたり顔をする。

「付き合いはじめの一カ月っていったら一番気持ちが盛り上がる蜜月期間だ。それなのにほったらかしにされれば、そりゃ幻滅して怒るのも当然だろ」

　なんてことだ……そうだったのか！

「つまり友人は、彼女に嫌われても当然のことをしたってことですか？」

「そういうことになるな。まあ女なんて山ほどいるんだから潔くあきらめて、次は待てる女を探せってそいつに伝えればいいさ」

　先輩は俺の肩をポンと叩くと鼻歌を歌いながら行ってしまった。

　俺はその背中を茫然と見つめながら、レジーナの笑顔を思い出していた。

　レジーナは明るく元気で誰とでもすぐ仲良くなれる人気者だ。だから下心のありそうな男がいれば牽制して追い払ってきた。

　故郷を発つ前にお互いの気持ちを確かめて将来の約束もした。

　それで安心しきって自分のことに没頭していたのがいけなかったのか！

　冷静に考えれば先輩の言う通りだ。恋人同士になったのにすぐに離れ離れになりそれっきりだなんて、まさに釣った魚にエサはやらないというやつではないか。

　新人研修の最後、上官たちのイタズラにまんまとのせられて遺書なんて書いている場合ではなかった……。

　あきらめろと言われたって、あきらめられるはずがない。

　ずっと好きだったんだ。生涯をともにする伴侶はレジーナ以外考えられない。

　だから、立派な騎士になったら今度はレジーナを迎えに行こうと決心した。

　幸いにして、たまにこちらへ遊びに来るアルスがレジーナの近況を教えてくれた。

　恋人はいない、用心棒稼業に精を出して元気にしていると聞くたびに、ホッと胸をなでおろしている。

　詳しいことは話していないが、俺たちの間になにかがあったということだけ把握しているアルスは、いつも呆れたように笑う。

「ふたりとも頑固な性格なのは知ってるけどさ、なんでそんなに拗らせてるわけ？」

　拗らせているんじゃない。振られたんだ！

「好きって言えばいいだけの話なんじゃないの？」

　好きって言った後にレジーナに振られたんだ！

　もう一度大嫌いと言われたらもうショックが大きすぎて立ち直れないかもしれない。だからまだ会いに行く勇気がない。

　レジーナに土産を買って帰るというアルスに、最近王都で流行している菓子店を紹介した。

「レジーナはあれでいて意外とかわいいものが好きなんだ。味はもちろんのこと包みがかわいいと評判の店だ」

「自分で買って渡せばいいだろ。おまえのおふくろさんも会いたがってたぜ？」

「ああ、仕事が落ち着いたら帰ると伝えてくれ」

　別れ際にアルスへ告げた言葉は、その場しのぎの嘘ではない。

　ちょうど大仕事を引き受けたばかりだった。

　新設される第十二小隊の隊長にならないかと打診を受けたのはつい最近のこと。同期の中でほかに小隊を任されている者はまだいない。つまり大抜擢だ。

　しかしその打診はあまりにも不可解だった。

　いま所属している第一騎士団第三小隊は王城警備を担当している。実直に任務をこなしてきた自負はあるが、俺がそこで格別目立った功績を残しているわけではない。

　なぜ自分なのか――その疑問に、シャーロット様が単刀直入に答えてくれた。

「あなたがわたくしの婚約者のシリアン・ローゼスに似ているからです」

　シリアン様が不審者に襲われたと一報が入ったのは先月のこと。

　もしや、命を落としたと噂されているのは本当だったのか……？

　視線を宙に泳がせたことで考えていることがバレたのかもしれない。シャーロット様は、ここからの話は絶対に他言無用だと念押しして真相を語りはじめた。

「安心してちょうだい、シリアンは生きています。ただ大ケガを負っていて当分人前には出られないの。その間あなたに、わたくしの護衛を兼ねてシリアンの代わりになってもらいたいのです」

　シャーロット様と宰相のスペンサー卿が覇権争いをしていることは、王城内では公然の秘密となっている。

　シリアン様が襲われたのも当然それに巻き込まれてのことで、貴族たちは王女派と宰相派のどちらにつけばいいかと頭を悩ませているという。

　平民の自分にはあまり関係のないことだから目の前の任務にまい進していればいいと思っていたのに、まさかその渦中に放り込まれるとは……。

「そんなに似ているでしょうか……？」

　シリアン様は俺と同じ金髪で青い目をしているし、背格好も同じぐらいかもしれない。しかし顔立ちは似ているとは言い難い。

「そうね。シリアンは垂れ目がちでもっと甘い顔をしているから、あなたには仮面をつけてもらいます」

　その程度でごまかせるものなんだろうか。

　少し考えたいと一旦保留を申し出る俺の目の前に、シャーロット様はエサをぶら下げてきた。

「うまく事が運んで落ち着いた暁には、あなたに騎士爵を与える用意もあります。魅力的な提案だと思うけど、いかがかしら」

　一代限りとはいえ平民の自分が爵位を持てる。それはたしかに魅力的な提案だ。

　この大仕事が終わったら大手を振ってペレスに帰り、レジーナに会おうと決心して引き受けることにした。命がけの任務になるだろうと承知の上で。

　引き受けてからというもの、別の意味で地獄の日々が続いた。

　次の夜会までにダンスをマスターしろだの、仲良しに見えるように人前で自然にイチャつかなければいけないだのと、騎士とはかけ離れたスキルを求められたのだ。

「シリアンはダンスが得意なのよ」

　知っている。夜会の警備中にふたりのダンスを見かけたことがある。

　平民の俺でもはっきりわかるほど、とても優雅で華麗に踊っていた。

　それを俺にやれと？　無理無理無理！　俺はシリアン様ではないのだから。

　これは無謀なことを引き受けてしまったのではないかと後悔したが、もう遅い。

　夜会でダンスなど踊ったこともないと正直に白状すると、シャーロット様は首を傾げた。

「あら、とてもモテると噂に聞いているけど？」

「すべてお断りしていますので」

　夜会の警備に参加すると、どういうわけか田舎者の俺に声をかけてくるご令嬢がいる。夜会とは手当たり次第に声をかける場なんだろうか。

　そういう時はきまって、好きな人がいるからと丁寧にお断りしている。

　好きな人とはもちろんレジーナのことだ。

　俺は不謹慎だと言われようとなんだろうと、レジーナのために夜な夜な極秘のダンスレッスンを頑張った。

　もう少しだ、どうか待っていてくれと願いながら。

　それなのにこんな形でレジーナに再会してしまうとは――。






　今年の入団式当日、新人の名簿を見た俺は、己の目を疑った。

　第十二小隊へ配属される新人騎士は二名。

　テリー・ハリソンは王女派のハリソン侯爵家の次男だ。新設されたばかりのこの小隊は、隊員全員が王女派で固められている。

　だからテリーの配属は納得いくものだとして、問題はもうひとりの新人だった。

　レジーナ・ジェンキンス。

　嘘だろ、先月アルスに元気に用心棒稼業を続けていると聞いたばかりなのに。

　今年の騎士団入団試験をチラっと見物しに行った時には、レジーナの姿はなかった。女性は目立つから参加していれば見逃すはずがない。

　ということは同姓同名か……？

　別人であってくれとの願いもむなしく、挨拶にやってきたレジーナ・ジェンキンスは俺の知っているレジーナだった。

　なんという運命のいたずらだろうか。

　ひと目会いたいと思ってはいたが、まさか上官と部下になるだなんて……。どうしてこうなった。

　互いになんとも気まずい空気を漂わせながら握手を交わした。

　一カ月の新人訓練を終えたレジーナはとても充実した顔をしていた。ヒツジの毛刈りがうまくいったらしい。

　その姿を見るにつけ頬が緩みそうになるのを、奥歯をぐっと噛みしめてこらえる。

　俺はシャーロット様から笑顔禁止を言い渡されている身だ。

「シリアンの偽装をする時以外、笑顔を禁止します」

「……は？　どういう意味でしょうか」

　意味がわからず首をひねる俺に、シャーロット様は澄まし顔で告げた。

「いつもにこやかにしていたら、仮面をつけていても口元でバレてしまうかもしれないでしょう？　だから普段は険しい顔しかしない『笑わない男』でいてちょうだい」

　なんという無茶な命令だろうか。俺はむしろ笑い上戸なほうだっていうのに。

　しかし笑顔のせいでバレでもしたら元も子もない。引き受けたからにはシリアン様に偽装していることがバレてはならないのだ。

　だから第十二小隊の隊長としての仕事中は、必要以上に難しい表情を保つようにしている。

　せっかくレジーナがそばにいるというのに……。

　俺とレジーナがともにペレス出身だと気づいたシャーロット様から、ふたりは顔見知りなのかと質問された。

　レジーナを巻き込みたくない。

　シャーロット様に手駒だと思われたら最後、とことん利用されるのは目に見えている。その証拠にシャーロット様は、悪だくみを考えている子どものように目をキラキラ輝かせているではないか。

　だからただの幼馴染だと言い放ち、レジーナをさっさと部屋から追い出した。

　そしてすかさず話題を変える。

「ところで、顔色がよろしくないのでは？」

　今日、シャーロット様の顔色がいつもより悪く見えるのは本当のことだ。

　陛下の容態、あるいはシリアン様になにかあったのだろうか。

「大丈夫よ。ちょっと寝不足なだけ」

　激務がたたっているのだろう。ひとりであれこれ背負いこみすぎだ。

「でもいいことがあったのよ。シリアンが動けるようになったの！」

「それは朗報ですね」

　ということはこれでお役御免か!?　と期待したのだが、予想が外れた。

「このままシリアンには極秘任務にあたってもらうわ」

　シャーロット様の話によれば、シリアン様は表向き騎士団を退団したことになっているが、実は第四騎士団に籍を移し、諜報員として宰相の周辺を探っていたという。

　陛下の病気の原因がスペンサー卿にあると踏んでいるようだ。

　病に倒れる前、寝つきがよくないとこぼす陛下に、スペンサー卿が「よく眠れる薬」を手渡していたらしい。それはたしかに効果があった。

　しかし陛下は次第にその薬が手放せなくなり一度に服用する量も増えていったという。

　その薬が原因ではないかと目されているのだが、在庫がどこにもない。スペンサー卿に尋ねてみたが、

「もう持っておりません。入手経路？　はて、たしか外国からの献上品だったかと」

　と、うそぶいているらしい。

　王妃様と陛下の側近によれば、その薬は独特の香りがしたらしい。

　最初はそれだけを頼りに調査をはじめ、シリアン様が真相に近づきそうになったところで襲われて大ケガを負った。

　単にシャーロット様の婚約者を排除したいだけなのかと思っていたが、そうではなかったということだろう。

　代わりにシャーロット様が情報を求めて、外遊の名目で周辺諸国にまで足を延ばした。その帰路、ペレスで山賊を装った何者かに襲われた時にレジーナと出会ったようだ。

　身辺を探られていると気づいたスペンサー卿がシリアン様を襲い、さらにシャーロット様へ脅しをかけたのだ。

「ドレット王国の王弟殿下の前で泣いて見せたら、いいヒントをくれたの。もしかしたらこれじゃないかって」

　なんというしたたかさ……と、舌を巻いている場合ではない。

　シャーロット様は、鍵付きの引き出しから乾燥した植物の葉を取り出した。

「それは、麻薬の類たぐいでしょうか？」

「ええ、そうよ。シリアンの予想とも合致しているわ。あとは証拠だけ」

　それを再びシリアン様に探ってもらうのだという。

　一度命を落としそうになっておきながらその執念を見せる原動力は正義感なのか忠誠心なのか、それとも愛なのか。シリアン・ローゼスは見た目の優雅さとは裏腹になかなか武骨な男のようだ。シャーロット様が惚れるのもよくわかる。

「だからシリアンが動きやすいように、死んだという噂はこれからも流し続けます」

　シャーロット様はそう話を締めくくった。

「私がここまで込み入った話を聞いてしまってよろしかったのですか？」

「ええ。だからあなたも、わたくしの護衛とシリアンの偽装を頑張ってちょうだい」

　ため息をこぼしそうになるのをどうにかこらえて左手を胸に当てた。

「はい、精進いたします」

　しかし、レジーナに偽装がすぐにバレたのは誤算だった。

　仮面をつけ口数を少なくしておけば騙せるほどにうまく化けているつもりだったのに。

　巻き込みたくないから遠ざけようとしているのに、どうしてわざわざ首を突っ込んでくるのか。

「俺がどんな思いで引き受けたのか知らないだろ」

　酔っていたのは俺のほうだったのかもしれない。レジーナに八つ当たりしてしまった。

　一度振られたくせにまだ未練が募る。高嶺の花だとわかっていても、どうしてもレジーナの心を手に入れたいのだ。

　スペンサー卿の脅しは激化する一方だった。

　シャーロット様の執務室が襲撃されたのは脅しではなく、ドレット王国で麻薬の葉を手に入れた情報が伝わり、それを奪うことが目的だったのかもしれない。

　敵の誘いにまんまとのったレジーナを、隊長として叱責しなければならなかったのは辛かったが仕方ない。

　その代わり、レジーナがその時に吹いた笛がきっかけで口笛言語を応用した笛でのやり取りが隊員間でできるようになったのは、ケガの功名と言えるだろう。

　おかげで暗闇に包まれた劇場でシャーロット様をスムーズに避難させることができ、口笛言語の有用性を再認識した。

　偽装が長くなればどうしてもほころびが生じる。

　シリアン様が本人ではないと露呈すれば、国民のシャーロット様に寄せる信頼は失墜するだろう。俺もただでは済まされないはずだ。

　気がかりはそれだけではない。レジーナとテリーの仲が急接近しているのだ。

　入団前にテリーが社交界で女性をとっかえひっかえして遊んでいた姿を知っている。きっと恋愛スキルは高いにちがいない。

　レジーナがあんな軽い男にコロッと引っかかるはずはないと思いながらも、気が気ではなかった。

　訓練でこちらの強さを見せつけたのは大人げなかったと認めよう。

　議会最終日にスペンサー卿が一気に攻勢をかける準備をしているとの情報が、秘密裏に寄せられていた。だから我々はそれを逆に利用させてもらったのだ。

　宰相派の要人たちの住居に一斉に捜査に入り、嗅覚の優れた犬を使って証拠を見つけ出す。

　王城の警備をわざと甘くして、スペンサー卿が私兵を引き入れるのを黙認するよう手配もした。

　騎士団内には実は中立派や王女派が多く、宰相派の乱暴なやり方に眉をひそめている者が多かった。しかし、末端の人間を捕らえてもスペンサー卿は容赦なくトカゲのしっぽ切りをする男だ。本人も含めて一網打尽にする必要がある。

　議会で陛下の代理人であるシャーロット様に剣を向けるだけでも十分重い罪になるため、あえてそう仕向けたというわけだ。

　誤算は私兵が予想をはるかに上回る人数だったこと。そして、それによりレジーナがケガを負ってしまったことだった。

「フレディじゃないと嫌……」

　レジーナの不安そうな声が聞こえた。

　どうせシリアン様が来たら、俺が偽物であることがわかるだろうからかまわない。

　俺は躊躇なく仮面を取った――。

















第五章　誤解が解けました！












「あなたたちのおかげです。よくやってくれました。本当に感謝しています」

　上気した顔で満足げに微笑むシャーロット様の傍らに、寄り添うようにして本物のシリアン様が立っている。

　背格好はたしかにフレデリックと似通っているが、決定的にちがうのが目元だ。

　フレデリックの目はきりりとしているが、シリアン様は垂れ目がちの甘い顔立ちで、だからこそ仮面で隠していたのだと納得した。

　スペンサー卿と外務大臣をはじめとする宰相派は、まとめて拘束された。

　裏切り防止のためか、スペンサー卿は陛下に盛っていた麻薬の断片を同盟の証として自分の息のかかった大臣たちに配っていたらしい。

　議会中で主のいないタウンハウスや執務室に、シリアン様率いる騎士団の一斉捜査が入り証拠を押収したようだ。

　ローゼス公爵家の鼻の利く犬数頭が大活躍したらしい。

　今日の議会でシャーロット様たちがのらりくらりと時間を引き延ばそうとしていたのは、シリアン様を待っていたのだ。

　シャーロット様は鮮やかに大逆転した。

　国王陛下も時間はかかるかもしれないが、きっと健康を取り戻すだろう。

　カッコよく助けてもらったら、さらに好きになってしまうでしょうね――以前、馬車の中でシャーロット様が語っていた言葉が脳裏によみがえる。

　きっとシリアン様のことを惚れ直しているにちがいないわ！　素敵！

「万事解決ですね！」

　拍手しようとしてケガをした右脇に激痛が走った。

　控室で籠城していた時は気持ちが張りつめていたせいかたいして痛みを感じなかったのに、いまはものすごく痛い。

「レジーナは早く手当てを。アダムズ隊長はレジーナが復帰するまで看病を命じます」

　お待ちください、そこまで重傷ではないので看病など不要です！

　わたしがそう言おうとする前に体がふわりと浮いた。

「な……っ!!」

　どうしたことだろう、フレデリックに横抱きにされているではないか。

「心得ました」

　そう言うや否や、フレデリックはわたしを抱えてまだ多くの人でざわついている議場を横切り、王城の廊下を大股で進んでいく。

「ねえ、フレディ！」

　大勢の人に見られている気恥ずかしさで、思わず隊長ではなく愛称で呼んでしまう。

「痛いか？　すぐに騎士団の医務室に運ぶから我慢してくれ」

「そうじゃなくて！　わたしひとりで歩けるから！」

　しかしわたしの訴えは聞き入れてもらえず、そのまま医務室まで運ばれた。

　きちんと処置してもらったけれど、傷のせいかその晩わたしは熱を出してしまった。

　寄宿舎のベッドでぐったり横たわるわたしに、フレデリックは一晩中寄り添ってくれた。

「レジーナ、喉は渇いてないか？」

　うっすら目を開けるたびに、心配そうにのぞき込んでは額の汗をぬぐってくれる。

　フレデリックの看病がなんとも甲斐甲斐しい。いまのわたしはそんなにも重傷者のように見えるんだろうか。

　大丈夫だからもう帰っていいと言わなければと思いつつ、そばにいてくれる安心感が心地よくて言い出せない。

　フレデリックの大きな手がとても優しくて、まるで四年前に戻ったみたいだと思った。

　翌朝、わたしの瞼まぶたにさす明るい光とドアの開閉音で目が覚めた。

　頭が軽い。熱が引いたのだろう。

　フレデリックが両手でトレーを持ってこちらへ来る。トレーには湯気の立つスープとパンが載っていた。

「おはよう、レジーナ。調子はどうだ」

「もう大丈夫。ありがとう」

　わたしは体を起こした。

　元気になったわたしの様子にホッとした顔を見せたフレデリックだったが、トレーをサイドボードに置いた瞬間表情を引き締めた。

「レジーナ、ケガを負わせてすまなかった」

　申し訳なさそうに頭を下げられて、わたしは慌てて首を横に振る。

「なに言ってるの、これは名誉の負傷よ。もちろん騎士も続けるし、なにも問題ないわ」

　責任など感じてほしくない。フレデリックのせいではないのだから。

　ここでスープのいい香りが刺激になったのか、わたしのおなかがグウッと鳴った。

　そういえば昨日の昼食以降なにも食べていない。

　盛大に鳴き続ける腹の虫に、わたしたちは顔を見合わせて笑う。

　これぐらいまったく恥ずかしくない。幼い頃から一緒に過ごすことの多かったわたしたちは、互いのもっと恥ずかしいことをあれこれ知っている。

　フレデリックがベッドの横のイスに腰かけた。

　昨晩もずっとこのイスに座ってわたしの看病をしてくれた。いつ寝たんだろう……。

　と考えていると、わたしの目の前にひと口大にちぎったパンが差し出された。

「腹減ってるんだろ。はい、あーん」

　いやいや、幼馴染といえどさすがにこれはおかしい。

　わたしが左手でパンの欠片を受け取って口に放り込むと、なぜかフレデリックが憮然とした顔になる。

「利き腕側をケガしていて痛いだろう？　だから遠慮はいらない」

　遠慮しているわけではない。

「大丈夫よ、パンぐらい左手でも食べられるから」

　わたしはフレデリックの手からパンを丸ごとひったくってかぶりついてみせた。

　しかしフレデリックはまだあきらめない。今度はスープをスプーンですくって差し出してくるではないか。

「じゃあスープは俺が食べさせてやる」

　たしかに慣れない左手でスプーンを使えば、スープをこぼしてしまいそうだ。

　わたしは仕方なくスープだけはフレデリックの助けを借りた。

　どうしてだろう。腹の虫の大合唱を聞かれてもまったく恥ずかしくなかったのに、食べさせてもらうのは猛烈に恥ずかしい。

　フレデリックが満足げに微笑む顔がやけに甘いせいで、なおさら落ち着かない。

　シャーロット様から看病するようにと仰せつかったのは承知しているけれど、つきっきりで看病してくれなくても大丈夫だ。

　もしかするとフレデリックは、忙しくしていなければ失恋の痛手を乗り越えられないのかもしれない。

　わかるわ。わたしもフレデリックに振られた腹いせで修行に励んで強くなったんだもの。

　食事を終えたわたしはベッドの縁に腰かけると、正面のイスに座るフレデリックに向かってこぶしをぐっと握った。

「ねえ、フレディ。人生に失恋はつきものだわ。めげずに頑張って！」

　一体なに目線で言っているのか自分でもわからないが、とりあえず励ましてみる。

　途端にフレデリックが狼狽したように視線をさまよわせた。

「俺は、その……まだあきらめきれないんだ」

「まだあきらめないつもりなの!?」

　どうする気なんだろう。シリアン様がライバルだなんて相手が悪すぎる。

　おまけにシャーロット様とシリアン様は、誰がどう見たって相思相愛ではないか。割って入れる隙はもうないだろう。

「騎士爵を授かることになっているんだが、それではダメか？」

　わたしに同意を求められても困るけれど、普通に考えて答えはきまっている。

「ダメよ。公爵家には到底かなわないわ」

「公爵じゃないとダメなのか……！」

　フレデリックが顔を曇らせてガックリ肩を落とす。

　そんなことを言わなくてもわかるはずなのに、フレデリックはどうしちゃったんだろうか。

　これが「恋は盲目」というやつなの!?

　フレデリックがこんなにもシャーロット様を慕っているのだと思うと、心がざわついてくる。

　わたしたちはそれぞれ叶わない恋をしている。どうしてうまくいかないんだろう。

　わたしはもどかしい気持ちを抱えたまま、まるで自分に言い聞かせるように言った。

「周りを見れば、ほかにもいい人はたくさんいるんじゃないかな」

　ここで、たとえばわたしとか！　と、おどけて言えたらいいのに。いや、それは逆に傷が深くなるだけかもしれない。

　そんなことを考えていたら、突然フレデリックに抱き寄せられた。

「嫌だ。レジーナがいい。俺ではダメか？」

　えっ！　もしかしてわたしの心の声が伝わった？

「俺はずっと四年前の気持ちのままレジーナだけを想い続けてきたんだ」

　おかしい。フレデリックの言っていることがどうも噛み合っていない。

「フレディ、あなたなにを言っているの？」

　わたしはフレデリックの胸を押して顔を上げた。

「いや、だから俺は、まだレジーナをあきらめられなくて……」

　あきらめるもなにも、四年前に振られたのはわたしのほうだ。

「情けない男だと笑ってくれてかまわない。それでもどうしようもなくレジーナが好きなんだ」

　フレデリックが青い瞳に熱をたたえてわたしを見つめている。

「……待って。フレディは、シャーロット様が好きなのよね？」

「いいや、ちっとも」

　真顔で否定されて、わたしはますます混乱してしまった。

「そんなはずないだろう」

　なにを言っているんだとでも言いたげなフレデリックの呆れた声が解げせない。

「だって、シャーロット様に向かってあんなに甘い顔で笑ってイチャイチャしてたじゃない」

「あれは任務だ。シリアン様になりきれと言われて、俺がどれほど苦労したか知らないだろ」

　知らないわ！　あのイチャイチャを目の前で何度も見せつけられて、そのたびに打ちのめされたわたしの気持ちだって知らないくせに！

　わたしは思わず不満を口にした。

「それでもわたしは嫌だった」

　するとフレデリックが目を見開く。

「まさか……！　嫉妬してくれていたのか。悪かった」

　でも、とフレデリックが続ける。

「レジーナだって、かわいいワンピースを着てテリーとデートしていたじゃないか」

「気づいてたの!?　じゃあ言わせてもらうけど、あの日ジュエリーショップで誰のプレゼントを買っていたのよ」

「もちろんレジーナだ」

　ええっ!?

　即答されて、こっちが絶句してしまう。

「もうすぐ誕生日だろう？　次にいつ休暇が取れるかわからないから早めに買っておいたんだ」

　フレデリックが甘く笑ってわたしを見つめている。

「俺にもう一度チャンスをくれないか。俺にはレジーナしかいないんだ」

　再びフレデリックの腕の中に優しく閉じ込められた。

　この優しさと温かさは四年前と変わらない――思わず頬をすりよせそうになったところで、わたしはハッと気づいた。

　あやうくほだされるところだったわ！

　左手でフレデリックを思い切り突き放す。

「わたしだけって言いながら、四年前に心変わりしたのはなんだったわけ!?」

「……え？」

　フレデリックはキョトンとしているけれど、忘れたとは言わせない。あの手紙の内容は一言一句たがわず覚えているのだから。

「手紙を送ってきたでしょう？『すまない、レジーナ。俺のことは忘れてどうか幸せになってくれ』って」

　するとフレデリックがなにかに思い当たったようにハッと息を呑んだ。

「あの手紙を読んだのか……！」

「当り前じゃない、だってわたし宛の手紙だったでしょう？」

「ちがう！　あれは……封筒に書いてあっただろう。『俺にもしものことがあれば読んでくれ』って」

　わたしは首を傾げながら、当時の記憶を手繰り寄せた。

　フレデリックから手紙が届いたことに浮かれながらすぐに封を開けて便箋を取り出して……文面に激怒して封筒ごと暖炉にくべたはずだ。

　封筒のどこにそんなことが書かれていたんだろうか。あるいは雨でインクがにじんでしまったのかもしれない。

「わからないわ。悲しくて悔しくて、すぐに燃やしちゃったんだもの」

　するとフレデリックは「ハハッ」と笑い、両手で顔を覆って力が抜けたようにイスの背もたれに上半身を預けた。

「なんだ……そうだったのか。そういうことか」

　顔を上げたフレデリックは妙にすがすがしい顔で笑っている。

「あれは俺の遺書だ。新人訓練の最終日に命がけだと脅されて書いたんだ」

　――！　そういうことだったのね。

　たしかにわたしも、テリーに言われなければ本気にして親に似たような手紙を書いていたかもしれない。

「じゃあわたし、勘違いしてあんなひどい手紙を……」

　怒りに任せて大嫌いだと、もう二度と顔も見たくないと書いてしまった。

「ごめんなさい」

　フレデリックがわたしの手を握る。

「俺のほうこそ悪かった。もっと頻繁にレジーナに手紙を書くべきだった」

　情けない顔をしているフレデリックと視線が絡む。きっといま、わたしも情けない顔をしているにちがいない。

　同時にプッと笑うと、フレデリックが額をコツンと合わせてきた。

「レジーナが好きだ」

「わたしもフレディが好き」

　わたしたちは至近距離で見つめ合って、クスクス笑い合って、そしてどちらからともなく唇を重ねたのだった。






　傷が癒えて職場復帰の前日、わたしとフレデリックは城下町へデートに出かけた。

　フレデリックがわざわざこの日のために用意してくれた水色のワンピースは、袖口や襟元にレースがあしらわれているかわいらしいデザインで、見た瞬間、戸惑ってしまった。一体どんな顔をしながら選んでくれたんだろうか。

「これわたしに似合うかな……」

　不安を口にするとフレデリックが力強く言いきる。

「似合うにきまってる」

　半信半疑で着替えてお披露目すると、フレデリックは耳を赤くしながら喜んでくれた。

「俺の見立て以上だな。かわいすぎる」

　わたしの首元で光るネックレスも、フレデリックからのプレゼントだ。花のモチーフの真ん中に青い宝石が埋め込まれている。

　ジュエリーショップで買っていたのはこのネックレスだったらしい。

　フレデリックがちゃっかり自分の目の色の宝石を選んでいるところに独占欲が見え隠れしていて、なんだか気恥ずかしくなる。

　ふたりでカフェに行ったり露店を見て回ったり楽しい時間を過ごした。

　しっかり指を絡めて手をつなぎ、見つめ合っては笑う。わたしたちはやっと本当の恋人同士になったのだ。

　フレデリックは終始うれしそうに笑っていて、行きかう女性たちが振り返るほどに甘さを振りまいている。これはシリアン様に偽装していた時の成果だろうか。

　いや、フレデリックの笑顔はあの時以上に甘くて、しかもわたしだけを見つめてくれるから許してあげようと思う。

　心地よい風が吹く夕方、王都の川にかかる橋を渡っている途中で時計台の鐘の音が鳴り響いた。

　すると驚いたことに、フレデリックが目の前にひざまずいてわたしの手を取る。
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　このシチュエーションはまるで、劇場で見た騎士とお姫様の恋物語のクライマックスシーンのようではないか。

「レジーナ、あらためて言わせてくれ。俺と結婚してほしい。ずっと一緒にいよう」

　わたしは胸を震わせながら大きく頷いた。

「ありがとう、フレディ。よろしくお願いします」

　フレデリックが立ち上がって、わたしをぎゅうっと抱きしめた。

　これはあとでわかったことだが、あの観劇の時にシャーロット様がフレデリックに耳打ちしていたのは、夕方の鐘の音を聞きながらプロポーズするとそのカップルはずっと幸せでいられるという言い伝えが実際にあるのだと教えてくれたらしい。

　もしかするとシャーロット様もシリアン様に同じようにプロポーズされたのかもしれない。






　職場復帰当日、わたしはテリーを呼び止めた。

「わたしね、アダムズ隊長とお付き合いしているの」

　返事を待ってもらった挙句、申し訳ないと謝ると、テリーはサバサバした様子で笑った。

「収まるところに収まった感じだね。残念だけど仕方がない。ふたりともなんだか拗らせてる雰囲気だったからよかったじゃないか」

　ペレスでもさんざんアルスに言われていた言葉をテリーにまで言われてしまった。

　どうやらわたしとフレデリックは、お互いの勝手な思い込みで相当拗らせていたらしい。素直に認めよう。

　そしてフレデリックも、第十二小隊の隊員たちの前で堂々と宣言した。

「レジーナと結婚前提で付き合っている」と。

　そこからのフレデリックの溺愛ぶりは、隊員たちに「公私混同が甚だしい」と呆れられるほどだったのだが、本人はまったく気にしていない様子だった。






　◇◇◇






　半年後。

　シャーロット様が正式に即位した。

　国王陛下は一命をとりとめたが、療養に専念するとのことで王位をシャーロット様に譲ったのだ。

　わたしとフレデリックはもちろん即位式の警護につき、これからもシャーロット女王の近衛騎士を続けていくことになっている。

　あの日に限りフレデリックがシリアン様になりすましていたことや、ローゼス公爵がそれを自分の息子だと偽ったことは罪に問われなかった。

　シリアン様が王族の命を脅かす陰謀を暴くための重要極秘任務に就いていたという大義名分があったためだ。

　即位式の場にスペンサー卿をはじめとする旧宰相派の面々の姿はない。

　彼らは王国の法律にのっとって裁かれた。今後は王族の命を狙った大罪の代償を払っていくことになるだろう。

　さらに即位の翌月、シャーロット様とシリアン様の成婚の儀が盛大に執り行われた。

　国民から祝福を受けるふたりの笑顔はなんとも晴れやかで、わたしは新たな時代の到来に胸を高鳴らせた。

　そして国家中枢の体制刷新のあわただしさが一段落した頃、わたしとフレデリックも故郷ペレスの小さな教会でつつましやかな式を挙げ、夫婦となった。

　健やかなるときも病める時も――わたしたちはこれからもずっと一緒だ。

















エピローグ












「ただいま！」

　息子のマルセルが勢いよくドアを開けて帰宅した。汗に濡れた金髪をキラキラ光らせ、幼い頃のフレデリックそっくりの笑顔を見せる。

　剣術の稽古をはじめたばかりのマルセルは木剣を振り回すのが楽しいらしく、毎日熱心にわたしの父の稽古を受けている。

「ねえ！　パパとママは騎士様だったの？」

　稽古の後に、父から聞いたのだろうか。

「そうよ。パパとママは国の一番えらい人に仕えていた騎士だったのよ！」

「どんな人？」

「ひとことで言うと鉄の女。見た目はかわいらしいのに中身はムキムキだったわね」

　シャーロット様の姿を思い返すと、思わず頬が緩んでしまう。

　いまもシリアン様と仲睦まじく暮らしていることだろう。

　フレデリックは結局、騎士爵の叙爵を辞退した。その代わりにわたしたちは近衛騎士退任の際、シャーロット様を献身的に支えた功労者として、一生暮らしていけるだけの報奨金をもらって故郷へと戻ってきた。

　早いものでそれからすでに三年が経つ。

　いまは準騎士として国家の一大事とあらばいつでも馳せ参じる心づもりをする傍ら、自警団の詰所の隣に居をかまえ、夫婦で自警団と用心棒の仕事をしている。

「嘘だぁ！　アーベル陛下は女じゃなくて男だよ？」

　ずいぶんと一丁前のことを言うようになったなと、五歳を迎えたばかりのマルセルを見て感心してしまった。

　アーベル陛下の前の代の話だと説明したとして、どこまで理解してくれるだろうか。

　というか実はマルセルもシャーロット様に会ったことがある。それどころか抱っこしてもらったことまであるのに覚えていないようだ。

「じゃあ、パパがパトロールから戻ってきたら詳しく話してあげる。パパとママが大活躍した武勇伝をね！」

「うん！」

　わたしはうれしそうに笑うマルセルを抱き上げた。

　そこへフレデリックが帰宅してきた。

「パパ！　あのね、パパとママが騎士様だった時の話を聞かせて！」

「ねえ、いつもの丘に行きましょうよ」

　わたしとマルセルを交互に見たフレデリックが甘く笑う。

「いいね、そうしよう」

　そして長い腕を回して、わたしたちを抱きしめたのだった。






　＊＊＊






　グラシア王国の歴史書によれば、歴代君主の中に女王は四名存在する。

　そのうちのひとり、シャーロット・グラシア・ローゼス女王の治世は六年と短かったが、激動の時代に王室の尊厳と平和を守り続けた名君であったことは間違いない。

　シャーロット女王は弟のアーベル国王が成人すると、すぐにその座を譲り、王室を離れたという。

　その短い治世の間、常にシャーロット女王の後ろに男女の近衛騎士が控えていたらしい。

　歴史に名の残らない彼らは夫婦だったともいわれているが、定かではない。

　ただ、女性騎士は威勢がよく溌溂はつらつとした人物で、男性騎士はそんな彼女のことをとても大切にしていたとだけ言い伝えられている。
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